
初
期
ア
ン
グ
ロ

日
サ
ク
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

l
l
i
前
封
建
国
家
の
歴
史
的
性
格
、
そ
の
二

!
i
l

回

中

正

義

前
稿
「
初
期
ア
ン
グ
ロ
u
サ
ク
ソ
シ
国
家
に
お
け
る
王
領
」
に
於
て
は
、
我
々
は
、
第
八
世
紀
前
葉
乃
至
第
九
世
紀
中
葉
に
至
る
初
期

の
ア
ジ
グ
ロ
日
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
於
け
る
「
王
領
一
が
、
凡
そ
国
王
と
し
て
の
当
該
国
王
に
属
す
る
土
地
で
あ
る
と
同
時
に
伎
に
彼
の
個

人
的
能
力
に
於
で
属
す
る
所
の
土
地
で
も
あ
る
も
の
と
し
て
、
別
言
す
れ
ば
=
開
。
巳
間
的
m
E
E
が
そ
の
ま
ま

3
2
2
Z】帥宮仏巾同冊目
E

で
あ
る
と
こ
ろ
の
関
係
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
、

正
し
く
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
古
来
の

。同門出ロ斜同】可

な
部
族
的
慣
習
法
の
権
利

l
l

」
、
。
』
町
三
芯
に
も
と
づ
い
て
王
が
占
有
す
る
所
の
、
「
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
」
(
ミ
ミ
s
h
a
¥。
山
町
営
委
同
)
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
明
ら

〈

1
〉

か
に
し
た
の
で
あ
る
。

Hmm仏
.
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
、

却
説
、
我
々
は
こ
ζ

で
、
抑
々
か
か
る
主
の
フ
ォ
ウ
グ
ヲ
ン
ド
は
全
体
と
し
て
一
一
白
う
ま
た
も
な
〈
決
し
て
正
。
，
包
告
が
ム

sp・-
O
B
Z可

(
2
)
 

と
云
う
こ
と
か
)
更
め
て
想
起
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
、
夫
れ
は
い
ま
ひ
ろ
く
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ

初
期
ア
シ
グ
戸
川
サ
グ
ソ
ン
閏
家
に
お
け
る
自
由
民

七



初
期
ア
ン
グ
戸
川
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

7¥. 

ソ
ン
の
一
般
族
民
の
占
住
す
る
所
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、

か
か
る
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
は
、

ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン

の
一
般
族
民
に
と
っ
て
は
夫
々
ま
た
彼
等
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
は
多
数
の

ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
の
一
般
族
民
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
か
ら
成
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
に
於
て
は
、
我
々
は
、

ま
ず
、

斯
か
る
事
情
を
可
及
的
に
闇
明
す
る
こ
と
に
努
め
て
み
た
い
。

前
稿
の
第
二
節
に
於
て
我
々
の
最
後
に
引
用
せ
る
ヱ
セ
ル
ベ
ル
ァ
ト
の
チ
ャ

1
夕、

お
上
び
同
一
裏
書
を
通
じ
て
我
々
に
明
ら
か
に
な
っ

た
事
実
は
、

エ
セ
ル
ベ
ル
ブ
ト
と
そ
の
従
士
の
ウ
ル
ラ

1
フ
(
ウ
ル
ブ
ラ

l
フ
)
と
の
間
に
行
わ
れ
た
、
従
来
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
と

し
て
存
せ
る
ワ
シ
ン
グ
ウ
ェ
ル
の
五
ハ
イ
ド
の
土
地
と
、

お
な
じ
く
従
来
ウ
ル
ラ

1
フ
の
ブ
ッ
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
存
せ
る
マ

1
シ
ャ
ム
の

五
ハ
イ
ド
の
土
地
と
、
こ
の
両
地
の
交
換
の
結
果
、
今
や
ワ
シ
ン
グ
ウ
ェ
ル
の
土
地
は
ブ
ッ
グ
ラ
ン
ド
に
転
化
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
依

り
、
そ
の
従
来
荷
担
し
来
れ
る
「
王
へ
の
奉
仕
に
対
す
る
一
切
の
負
担
」
(
「
一
切
の
王
へ
の
貢
租
」
)
か
ら
解
放
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
反

面

マ
l
シ
ャ
ム
の
土
地
は
交
換
後
主
に
依
っ
て
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
に
転
化
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
、
以
前
に
は
免
れ
て
い
た

そ
れ
ら
一
切
の
「
主
へ
の
貢
租
」
を
新
た
に
荷
担
す
る
に
至
っ
た
、

と
云
う
こ
と
、
否
、

主
が
ワ
シ
シ
グ
ウ
ェ
ル
の
土
地
と
の
引
替
え
に

マ
1
シ
ャ
ム
の
土
地
を
受
取
れ
る
際
、

「マ

i
シ
ャ
ム
に
於
け
る
そ
の
土
地
宏
被
の
た
め
に
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
と
な
し
」
た
所
以
の
も
の

は
ほ
か
な
ら
ぬ
、

ワ
シ
シ
グ
ウ
ェ
ル
の
土
地
を
手
離
す
こ
と
に
依
っ
て
今
や
彼
が
失
う
に
室
っ
た
所
の
貢
租
の
穴
埋
め
を
果
さ
ん
と
図
っ

(
S
)
 

と
云
う
ζ

と
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
れ
に
由
っ
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
と
は
、
畢
寛
、
当
時

た
の
で
あ
る
、

の
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
の
一
般
抜
民
が
普
通
夫
れ
に
依
っ
て
彼
等
の
国
王
|
国
索
を
扶
養
し
た
る
、
公
的
貢
租
負
担
の
義
務
に
服
せ
る

所
の
土
地
の
謂
で
あ
っ
た
、

と
云
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

斯
か
る
貢
租
の
端
初
的
形
態
は
、
か
の
北
欧
の
民
族
的
叙
事
文
学
と
し
て
有
名
な

ωmHm同
A
司

に
自
由
民
の
家
長
た
ち
(
窓
き
と
る
の
間



を
練
り
歩
き
彼
等
か
ら
饗
応
を
受
け
る
そ
の
巡
幸
ー
ー
ィ
ミ
的
安
て
の
こ
と
が
一
再
な
ら
ず
出
て
く
る
、
古
代
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
王
と
同
様

(
4
)
 

に
、
謂
わ
ば

d
z日明白
z
z
n
n
o
c吋
て
を
形
づ
く
っ
て
転
々
と
そ
の
居
所
を
移
動
せ
し
め
て
い
た
太
初
の
時
代
の
ア
ン
グ
ロ
"
サ
グ
ソ
ン

日
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
王
が
、

そ
の
巡
狩
の
途
上
国
内
の
或
る
一
地
方
に
於
て
年
に
一
度
当
該
地
方
の
住
民
よ
り
そ
の
従
者
た
ち
と
共
に

(
A
5
3
R
E
m
)
・
饗
応

Q
8
2宮
巴
|
|
一
般
に
持
執

(
O
E
R
E
-ロ
B
g
H
U
F
E
Y
-司令

(
5
)
 

S
S
)

の
形
式
に
於
て
給
付
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
貢
租
公
片
山
ず
ロ

Z
二
え
室
内
ミ
ミ
)
で
あ
っ
た
。
後
世
第
十
世
紀
の
王
開
白
血
肉
司
令
・
。
勾

t

巧
切
)
の
巴
可
修
道
院
に
与
え
た
チ
ャ

1
タ
に
正

3
3
s
S同
¥
S『
還
へ
と
し
て
、
ま
た
第
十
一
世
紀
の
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
u
ブ
ッ

(
7
)
 

グ
」
に
屡
々
》
冶
晴
、
s
a
sミ
ミ
同
誌
。
門
町
含
《
と
し
て
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
ま
さ
し
く
曾
っ
て
王
と
そ
の
従
者
の
一
行
に
提
供
さ

れ
た
一
夜
(
日
一
日
)
の
食
扶
持

Q
g《Y
胃

2
E
B
U
也
宣
言
-
宮
的
言
。
な
る
此
の
貢
租
の
痕
跡
を
止
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

廿
四
時
間
扶
養
さ
れ
る
と
云
う
、
元
来
宿
泊

い
ま
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
最
古
の
法
典
|
|
第
七
世
紀
初
葉
成
立
の
ケ
ン
ト
王

h
F巳
宮
与
え
円
・

u
g
t
2
0
)
の
法
典
第
三
章
に
、

「
若
し
王
が
な
に
び
と
か
の
家
宅
に
て
酒
を
よ
ば
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
其
処
に
て
或
る
者
が
な
ん
ら
か
非
行
を
な
す
と
き
は
、
彼
(
非
行

者
)
は
二
倍
の
補
償
金
を
支
払
ふ
べ
き
も
の
と
す
。
」
(
の
は

n可ロ
E
m
m円

B
白ロロ

g
z
s
aユロ
nmv-

m叩
仏
0
・
2
i
t
o
g
m
o
t
o
g
-
)
と
あ
る
の
は
、

-
d
m
Z
B白ロ-可白書∞叩印
V
d
『町内同

お
そ
ら
く
、
当
時
に
於
け
る
右
の
始
源
的
な
る
貢
租
徴
収
組
織
の
存
在
を
灰
か
に
物
語
つ

て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

然
し
、
斯
か
る
饗
応
形
式
の

21日
σcrw
の
給
付
は
、
直
ち
に
一
般
に
一
定
量
の
現
物
の
形
態
に
於
け
る
貢
租

(ZmWEE-ωσ
問
国

σ巾
)
に
依
る
代
納
へ
と
、
自
ら
を
形
態
変
化
せ
し
め
る
。
而
し
て
、
斯
か
る
初
期
の
「
現
物
貢
租
」
給
付
の
片
影
は
ま

た
、
我
々
は
是
れ
を
、
将
来
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
政
治
的
に
統
一
す
べ
き
ウ
ェ
シ
グ
ス
の
王
と
し
て
我
々
に
初
め
て
成
文
法
を
遺
し
た
る

か
の
同
ロ
巾
(
円
・

0

∞∞
t
3
8
王
の
、
第
七
世
紀
末
葉
(
六
八
八
六
九
四
)
成
立
を
見
た
る
所
の
法
典
中
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
即

ち
、
そ
の
第
二
十
三
章
第
三
条
に
は
「
ウ
ェ
イ
ル
ズ
人
の
貢
租
給
付
民
は
百
弐
拾
銀
志
〔
の
人
命
金
(
ミ
雪
史
ミ
)

に
依
る
生
命
の
保
障

初
期
ア
ン
グ
ロ
け
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

九



一
四

O

を
有
し
U

、
彼
の
息
子
〔
は
〕
、
百
銀
志
。
:
:
・
」
(
当
g
F
宮内
OHmo-En
ロ
R
E
-
-
F
U
Z
E
P
-
-
m
山
田
と
あ
る
が
、
此
処
に
謂

初
期
ア
ン
グ
ロ
川
サ
ク
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

h

っ
と
こ
ろ
の

h
h
Q
L刊。
NhmNR同h
N
.
(
h
n
N
L司。
NE
匂
戸
山
可
。
円
〉
の

h
b
¥。N
と
は
、

オ
ウ
ル
ド
"
イ
ン
グ
リ
シ
ュ
で
は
さ
き
に
掲
出
し
た
正
ミ
、
時

ミ
芝
¥
向
。
『
ミ
ヘ
の

¥.8柏
、
ミ
が
一
般
に
「
食
料
」
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
も
と
も
と

JmM.
あ
る
い
は

J
gて
の
両
義
宏
有
す
る

〈
刊
〉

一
詰
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
処
で
は
前
者
の
意
義
に
於
て
、
当
時
ケ
ル
ト
系
の
ブ
リ
ト
ン
被
征
服
民
に
し
て
訳
隷
化
せ
ら
れ
ざ
り
し
自
由

民
中
そ
の
「
貴
族
」
を
除
く
一
般
民
の
標
準
的
な
一
ハ
イ
ド
占
有
の
独
立
自
営
農
民
1
1
1
但
し
近
世
初
期
の
か
の
ヨ
1

マ
ン
と
は
異
な
り

dmw丹
吋

E
R
E
-
E自
己
M
1
の
家
族
共
同
体

(
F
c
z
z
a
g自
g
c
D
5心
を
代
表
す
る
そ
の
家
長
ー
ー
が
、

「
地
代
」
給
付
の
条
件
下
に
そ

の
者
よ
り
土
地
を
「
保
有
」
ー
す
る
と
こ
ろ
の

。
門
ロ
ロ
色
町
H
O
H
一円

な
ら
ざ
る
、

一
般
に

ω
z
a
g
σ
R
V
E
Z
と
し
て
の
国
王
i
l
!被
等
ケ

ル
ト
系
ブ
リ
ト
ン
自
由
民

Q
円
巾
巾
町
三
)
]
内
三
回
)
の
「
守
護
者
」
と
し
て
の
ウ
ェ
シ
グ
ス
王
ー
ー
に
納
め
る
と
こ
ろ
の
公
的
な
貢
租
守
口

E
R

同門戸
σ丘
三
日
昨
日
自
白
-
O
K戸

σ関
与
。
)
そ
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
後
世
第
十
一
世
紀
初
葉
お
そ
ら
く
も
と
一
(
日
)

0
0
二

1
二
三
年
の
間
ヨ

I
グ
の
大
司
教
た
り
し

4
苫
民
忠
告
に
依
っ
て
私
的
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
編
纂
物
中
に
見
出
さ
れ
た
る
、

そ
の
こ
と
は

今
日
ア
ン
グ
ロ

n
サ
-wy
ソ
シ
時
代
の
法
的
身
分
に
関
す
る
我
々
の
知
識
の
夫
れ
に
負
う
所
多
大
な
る
、
六
つ
の
テ
グ
ス
ト
の
う
ち
の
一
つ

--zoH笛
g
含

E
m釦
(
「
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
民
法
』
〉
、
第
七
章
に
、

て
〔
今
や
〕
一
ハ
イ
ド
の
土
地
ぞ
占
有
し
、
主
へ
の
貢
組
合
、
ミ
ぉ
h
a
h
a」
可
。
。
を
出
だ
し
得
る
に
至
ら
ん
か
、
そ
の
と
き
彼
の
人
命
金
は

百
弐
拾
銀
志
た
る
べ
し
。
」
(
〉
Elm-同
者
三
田

Bgmo}woo-V8HVmF8σσ
伺

EJ司
U
n
Uロ門
Hg
コ
ロ
8
m
o
n吉
岡
宮

m
g
mぇ
。
-
甘

3
・

E
p
m
p
v
o
g
o
z
d
E
3
5
E
E
R
M
R
-ロ
ι明
同
章
第
一
条
に
、
「
ま
た
若
し
彼
(
ひ
と
り
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
人
)
に
し
て
〔
そ
の
致

「
而
し
て
若
し
ひ
と
り
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
人
に
し
て
2
昌
み
〕
栄
え

そ
の
と
き
彼
の
人
命
金
は
八
拾
銀
志
と
さ
る
べ
き
な
り
」

m
o
v
g
Z
Zロ
E
V
E
-同
B

E円同0
・
voロ
ロ
何
回
二
山
田
君
。
こ
凶

M
M
R
E
-
-
)
(
rあ
る
規
定
、
又
同
じ
イ
不
王
法
典
の
第
三
十
二
章
に
、

富
H
繁
栄
〕
半
ハ
イ
ド
以
上
に
亘
る
こ
と
な
か
ら
ん
か
、

(
〉
ロ
仏
関
門
同
}
同
何
回
。



「
い
ま
若
し
ひ
と
り
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
人
に
し
て
一
ハ
イ
ド
の
土
地
を
占
有
す
る
と
き
は
、
彼
の
人
命
金
は
百
弐
拾
銀
志
。
さ
れ
ど
、
若
し

彼
に
し
て
半
〔
ハ
イ
ド
の
土
地
〕
を
占
有
す
る
と
き
は
、

〔
彼
の
人
命
金
は
〕
八
拾
銀
志
j
i
-
-
」
(
の
は
当
邑

2
5
8
v
m
g
o
E骨

一問ロ
Z
V
0
5
0
F
E
E
Z
σ
σ
0・
-MMME---
一-
-
-
u
fあ
る
規
定
を
、
夫
々
前
記
イ
ネ

目。ロ
aom-E回
調

R
E
d
n
M
M円
程
巴
・

王
法
典
の
第
二
十
三
章
第
三
条
の
規
定
に
つ
き
合
せ
て
み
る
と
き
、
自
ら
瞭
ら
か
と
な
る
所
で
あ
る
。
而
じ
て
、
斯
か
る
「
王
へ
の
貢
租
」

(
ミ
ミ
s
h
a
h町h
刷
、
。
町
)
は
、
凡
そ
斯
か
る
ウ
ェ
イ
ル
ズ
人
の
一
ハ
イ
ド
占
有
者
の
納
む
べ
き
も
の
た
る
に
止
ま
っ
た
の
で
は
決
し
て
な
く
、

(
M
)
 

本
来
、
一
彼
等
が
そ
の
人
命
金
百
弐
拾
銀
志
と
し
て
法
的
身
分
上
夫
れ
に
準
ず
る
も
の
と
せ
ら
れ
た
、
人
命
金
弐
百
銀
志
の
、
当
時
第
七
世

紀
の
ウ
ェ
シ
グ
ス
に
お
い
て
支
配
的
民
族
た
る
ウ
エ
ス
ト
H

サ
グ
ツ
ン
の
社
会
の
基
礎
を
成
せ
る
と
こ
ろ
の
、
お
な
じ
く
一
ハ
イ
ド
占
有

の
、
ウ
エ
ス
ト
H

サ
グ
ソ
ン
の
標
準
的
な
一
般
民

1Ins-N
が
ひ
ろ
く
負
担
せ
る
租
税

9
E主
観

z
gご
署
長
官
智
恵
窓
口
む
を

も
表
わ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
来

h
h
H
¥ミ
haは
き
一
の
訳
語
と
考
え
ら
れ
る
、

チ
ャ

I
タ
に
屡
々
出
て
く
る

iV町
立
雷
同
翼
民
ま

e
y
H立
言
明
白
『
訟
)
《
な
る
ラ
テ
ン
の
名
辞
が
抑
々
ハ
千
ド
の
ラ
テ
ン
的
表
現
の
最
も
普
通
な
る
も
の
で
あ
る
点
よ
り
し
て
も
明
瞭
で
あ

る
が
、
更
に
イ
ネ
王
法
典
第
六
章
第
三
条
に
、

「
而
し
て
又
な
に
び
と
か

h
h
H
¥と
h

叫同町
h叫RH
の
家
〔
内
〕
に
て
或
ひ
は

h
川
町
守
忠
司

の
〔
家
内
に

て
〕
争
闘
し
た
る
と
き
は
、
彼
は
百
弐
拾
銀
志
を
科
料
と
し
て
〔
王
に
〕
支
払
ふ
ベ
く
、

市
し
て
当
該

h
S警
に
六
銀
志
〔
の
補
償
金
を
支

払
ふ
ベ
し
〕
。
」
(
の
は

d
O
B
o
e
s
m
m
E
m
o
E
S
E
Z
o
g
o
s
m
o
E叫
g
mえ
o
a
M
F
R
M円
宮
山
戸

Z
d司伊丹
0
m
g四
回
目

0
1
冨
B

mmVロ
詰
己
宮
山
口
・
〉
と
あ
る
に
徴
し
て
も
、
何
ら
疑
い
を
容
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
ウ
ェ
イ
ル
ズ
人
の
夫
れ
な
ら
ざ
る
一
般
に
ア

シ
グ
ロ

u
サ
ク
ソ
ン
人
の

hnN
」、。
N
h川
崎
町
R
H
S

に
関
説
せ
る
所
の
此
の
法
文
は
、
前
半
「
hnミ
ミ
想
定
ぬ
或
ひ
は

h
S
H
h司
の
家
内
に
て
」

の
形
で
始
ま
り
、
後
半
ひ
と
り

h
s
s、
の
み
に
就
い
て
云
々
さ
れ
、

一
見
そ
こ
に
表
現
上
の
首
尾
一
貫
性
は
た
し
か
に
認
め
ら
れ
な
い

が
、
し
か
し
な
が
ら
、
夫
れ
は
、
本
規
定
の
実
質
内
容
が
時
守
需
の
「
家
の
平
和
」
侵
害
の
際
の
科
料
並
び
に
補
償
金
を
規
定
せ
あ
に

初
期
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

四



初
期
ア
ン
グ
ロ
リ
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

四

止
ま
り
、
な
ん
ら

h
a
¥ミ
h
と
ら
む
の
夫
れ
ら
に
は
及
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
解
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
も
と
も
と
此
の
場
合
に
は

h
a
¥ミ・

均
町
内
、
ぬ
と

h
S
N
q
と
は
シ
ノ
ニ
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、

元
来
農
民
一
般
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い

h
町

~vNhM、

な
る
普
通
名
詞
は
、
此
処
で
は
歴
史
H

具
体
的
に
、
当
時
の
ア
ン
グ
ロ
u
サ
グ
ソ
ン
の
標
準
的
な
一
般
族
民
l
iー
一
ハ
イ
ド
の
土
地
を
占

有
す
る
所
の
独
立
白
営
農
民
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
七
世
紀
末
ィ
、
ネ
主
時
代
の
ウ
ェ
シ
グ
ス
に
於
て
は
、

(
日
)

hhNR叫
ぬ
と
云
い

h
S
N
q
と
一
広
う
も
所
詮
町
向
。
立
の
別
称
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
我
々
は
、
新
か
る
当
時
の
一
般

か
く
て
、

hhN¥CN 

に
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
の
社
会
の
基
礎
を
形
づ
く
れ
る
、

一
ハ
イ
ド
占
有
の
独
立
自
営
農
民
は
、
そ
の
王
へ
の

の
第
三
者
1

1
ー
例
え
ば
伎
の

-oえ
と
一
五
っ
た
者
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
王
に
対
し
給
付
し
た
の
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
認
識
す
る

h
a
¥と
を

何
ら
か

こ
と
が
飽
く
空
で
肝
要
で
あ
る
。
即
ち
、
当
時
の
ア
ン
グ
ロ
リ
サ
ク
ソ
ン
の
標
準
的
な
円
き
と
な
る
独
立
自
営
農
民
家
族
の
家
父
H
家
長

は
、
そ
の
一
ハ
イ
ド
の
土
地
を
占
有
す
る
者
の
資
格
に
於
て
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

〈

刊

日

)

ッ
グ
の
考
え
し
如
く
、
ま
ず
以
て
な
ん
ら
か
の
彼
の
目
。
丘
た
る
者
に
負
い
、
後
者
に
依
っ
て
強
制
せ
ら
れ
て
い
た
、

「
王
へ
の
貢
租
」
給
付
の
義
務
を
、

か
の
チ
ャ
ド
ウ
ィ

の
で
は
決
し
て
な

か
か
る
も
と
「
王
へ
の
貢
租
」
が
、
王
の
寄
進
・
授
与
に
係
わ
る
所
の
(
「
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
の
)
王
領
の
ブ
ッ
グ
ラ
ン
ド
へ
の
転
化
と
と
も
に
初
め
て
聖
俗
の
受
贈
者
の
掌
中
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
、

チ
ャ

l
タ
の
存
す
る
こ
と
に
依
っ
て
明
か
に
立
証
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

い
ま
、

ぃ
。
そ
の
こ
と
は
、

い
く
つ
か
の

例
え
ば
、
第
八
世
紀
中
葉
、
七
五
九
|
七
六
五
年
の
聞
に
当
時
ケ
ン
ト
地
方
の
一
半
に
主
た
り
し
公
自
己
B
Eぽ
宮
丘
町
胃

2zn-8

nmwECmH吋
目
。
門
口

B
)

2
m
2
0仏
は
、

m
s
v
g
Z円
の
司
教
開
R
a
z
z
-同
に
対
し
て

九
間
的

-
z
m
g
g
と
云
え
る

今
日
ケ
ン
ト
州
の

苛ユロ円四日
U
ロ
弓
の
土
地
を
譲
渡
し
た
が
、
そ
の
際
の
チ
ャ

l
タ
に
拠
る
と
、

王
は
司
教
に
、

「
邑
田
口
ロ
m
V
曲
目
と
呼
ば
れ
る
こ

C
ハ
イ
ド

の
土
地
を
」

(
丹
市
同

5
5
m弓
a
E
B
B
-
M
M
-
門
官
邸
命
名
句
。
己
主
ロ
円
民
丘
町
ロ
m各
自
回
〉
、

二
般
に
夫
れ
に
屑
す
る
耕
地
、

森
林
、

牧
草



地
、
放
牧
場
、
沼
地
並
び
に
流
水
と
共
に
」

(
g
B
Z
E
2
2
2
邑
問
。
宮
丘
町
ロ

g
z
t
5
8
5】
u
F
白山

-42・
買
え
F
宮田

2
F
宮
-

E門
5
5
2
2巳
印
)
、
「
ヂ
〈
野
町

r
r
r
r
w伊
h
c
w
v
J
m同
庁
一
貫
智
ど
ん
ど
六
日
L

」

(
2
2
S
O
S巳

R
E
E
o
官
。
仏
円
高

5
5
日
足
。

(
印
)

号

Z
Z円
)
譲
渡
し
て
い
る
の
で
あ
り
(
圏
点

l
i引
用
者
)
、
更
に
、
こ
れ
よ
り
一
世
代
お
く
れ
て
、

マ
l
シ
ア
の
王
。
Rmw
は、

七
八
八

年
、
彼
の
従
土
の

O
ω
t
R
宮
に
対
し
て
、

同
)
ミ
ミ
ぉ
h
川
町
N
G
S
n
h

な
る
、

今
日
の
ケ
ン
ト
州
の
問
自
可
可

地
方
に
在
る
土
地
を
譲
渡
し
た

が
、
そ
の
際
の
チ
ャ

I
タ
に
拠
る
と
、

王
は
従
土
に

「b
ミ
ミ
s
h
h
N
R
送
、
と
呼
ば
れ
る
・
:
・
:
:
朕
の
〔
正
当
な
る
占
有
〕
権
の
存
す
る
一

。
フ
ラ
ウ
ラ
ン
ド
(
日
一
ハ
イ
ド
)
の
土
地
を
」

(
H
2
5
S
Yユ
由
旨
包
ロ
ロ
山
口
由
民
主
ユ
・
・
・
ロ

E
S
E
-
E
E吋

ロロ口町岡山刷。同山口広〉、

「ま

さ
し
く
其
処
に
属
す
る
す
べ
て
の
も
の
と
共
に
」

(
2
5
。
B
E吉
田

m
a
g
g
ユ
官
官
三
宮

B
E
U
5
)、
「
耕
地
、
放
牧
場
、
牧
草
地

と
共
に
、
而
し
て
又
諸
王
に
以
前
に
負
ひ
し
す
べ
て
の
貢
租
と
共
に
」

(
2
5
8自
℃
山
田
宮
田

2
2
買
え
2
2
2
S
O
B
E
R
-
σ
三
ooc。仏

(
別
)

2
m
g
z白
目
黒

g
a巾
σ巾
Z
3、
譲
渡
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
圏
点
i
l引
用
者
)
。

こ
れ
ら
の
チ
ャ

l
タ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
、
第
八
世
紀
後
半
、

占
有
権
の
存
す
る
土
地
」
と
し
て
の
|
|
「
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
の
王
領
が
、
聖
俗
の
個
人
に
譲
渡
せ
ら
れ
、
彼
等
の
ブ
ッ

我
々
は
、

一
般
に
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
の
王
の
「
正
当
な
る

グ
ラ
ン
ド
に
転
化
せ
ら
れ
る
場
合
、

そ
れ
ら
の
土
地
は
も
と
も
と
言
わ
ば
二

g
含

思

想

E
m
g
R
2
5
.
と
し
て
、

其
処
に
は
既
に

耕
地
そ
の
他
が
厳
存
し
、
こ
れ
ら
を
働
か
せ
て
農
耕
H
牧
畜
の
生
産
に
直
接
従
事
せ
る
所
の
人
聞
が
存
し
て
い
て
、

い
ま
彼
等
に
依
り
そ

の
生
産
物
の
一
部
が
直
接
貢
租
の
形
で
王
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
斯
か
る
生
産
物
貢
租
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
形
に
於
て
、

ど
の
程
度
徴
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
時
代
に

依
り
処
に
依
っ
て
夫
れ
は
種
々
異
な
り
一
概
に
之
を
一
吉
う
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
は
、

一
般
に
斯
か
る
点
に
関
す
る
真
に

乏
し
き
記
述
史
料
の
う
ち
、
偶
々
さ
き
に
我
々
の
引
合
い
に
出
せ
る
オ
ッ
フ
ァ
王
の
い
ま
一
つ
の
チ
ャ

1
タ
に
ひ
と
つ
の
手
懸
り
を
求
め

初
期
ア
ン
グ
戸
川
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
四
三



初
期
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
四
四

る
こ
と
が
出
来
る
。
第
八
世
紀
末
七
九
三

i
七
九
六
年
の
聞
に
於
て
い
つ
か
、

マ
l
シ
ア
王
オ
ッ
フ
ァ
は
、
今
日
の
の
-oロ
n
g
S
E
r
-円。

の
4
吉
田
手
口
与
の
六

O
ハ
イ
ド
(
由
良
m
m
E
S
S
B
g
g白
)
の
土
地
と
、

お
な
じ
く
悶

gσ
己
ミ
の
二

O
ハ
イ
ド

(
M
M
B
M
S
S古
田
)

の
土
地
と
を
、
当
日

no凹
昨
日
の
教
会
に
譲
渡
し
た
が
、

そ
の
と
き
の
チ
ャ

l
タ
に
実
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
我
々

は
、
至
高
の
神
の
御
名
に
於
て
、
夫
れ
(
巧

g
吾
ロ
ミ
と
国

g
E与
の
土
地
)
が
向
後
〔
永
久
に
U

、
此
れ
ら
の
(
|
|
以
下
述
ぶ

エ
オ

hwvρ
マ
ン

る
が
如
き
〉
諸
税
を
除
き
、
諸
王
、
諸
州
太
守
、
並
び
に
彼
等
の
下
僚
た
ち
の
一
切
の
強
制
よ
り
解
放
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
、
即
ち

ウ
エ
ス
ト
ペ
リ
に
お
け
る
貢
租
に
関
し
て
、

王
の
〔
プ
ッ
グ
ラ
ン
ド
た
る
〕
村
に
向
け
て
〔
資
ら
さ
る
べ
く
〕
、
大
樽
二
杯
た
っ
ぷ
り
の
生
粋

の
エ
イ
ル
、

hnggσ
・
た
っ
ぷ
り
の
苦
味
の
少
な
き
エ
イ
ル

ぷ
。
。
Bσ
・
た
っ
ぷ
り
の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
風
エ
イ
ル
と
、

七
頭
の
牡

牛

六
匹
の
去
勢
し
た
る
羊
、

四

O
本
の
チ
1
ズ、

六
つ
の
長
き
長
尚
喜
J

三

0
4
B
Zて
の
未
だ
粉
に
磁
か
れ
ざ
る
穀
物
、

四

ぷ
B
σ
2
.
の
未
だ
簡
に
掛
け
ら
れ
ざ
る
穀
物
。
」

3
0
E
g
色
丹
与
。
B
E
i
z
m
z
s
a
宵
宮
己
吉
田

2
2
σ
色
Z
2
5
q
g
E
B

宮

2
5
s。
uo日
g
B
E
O
H肖
mon目立
5
5
胃
8
5円
V
U
2
2紅白
-
5
5
z
n
O
2・
vmmmmw同
o
-
g
a
d司
2
5三
日
関
件
当
記
吉
ロ
ロ
但
ロ

E
E
o
E
Z可
g
包

o
d
1
2
5
σ
E
E何
回
日
何
回
色
。
J

m

可
2
g
σ
E
E
0
4『
己
目
的
。
命
的
色
。
J

日・

1
4日
同
町
ユ
d
E
刈
回
目
凶
認
め
ad巾
門
担
問
・
可
巴
・

(
回

H

a
g
-
-
1・
U
ロ
m
v
o
s
-
V同
志
向
。
s
t
E
2
2
8
5
2
同

8
4『
2
m
w
S
σ
E
g
g
-
4
5由
・
包
同
om丘
町
自
己
2
5・
)
是
れ
に

由
っ
て
観
れ
ば
、

オ
ッ
フ
ァ
王
が
ウ
l
ス
タ
の
教
会
に
譲
渡
せ
る
ウ
エ
ス
ト
ベ
リ
・
へ
ン
ベ
り
両
地
の
う
ち
、
(
(
後
者
の
へ
ン
ベ
リ
に
就

い
て
は
恐
ら
く
、
そ
の
従
来
の
「
王
へ
の
貢
租
」
が
今
後
ウ
l
ス
タ
の
司
教
の
徴
す
る
所
と
な
り
、
そ
の
私
的
な
貢
租
|
|
「
食
物
地
代
」

(
片

00円四
'
B
E
)
に
転
化
し
て
ゆ
く
一
方
)
)
前
者
の
ウ
エ
ス
ト
ベ
リ
に
就
い
て
は
そ
の
従
来
の

「
主
へ
の
貢
租
」
徴
収
権
は
依
然
旧
の
如

く
王
の
掌
中
に
留
保
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
処
に
示
さ
れ
た
当
時
の
ウ
エ
ス
ト
ベ
リ
の
「
王
へ
の
貢
租
」
の
細
目
に
関
し
て
は
、
早

期
の
此
の
種
の
記
述
が
常
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
我
々
は
今
日
遺
憾
乍
ら
一
々
そ
の
価
値
を
明
確
に
な
し
得
な
い
立
場
に
在
る
と
は
云



え
滑
な
お
、
此
の
時
代
を
遠
く
湖
る
か
の
イ
ネ
王
の
時
代
に
夙
に
発
芽
せ
る
領
主
的
土
地
所
有
に
於
け
る
「
食
物
地
代
」
と
是
れ
と
そ
比

較
し
て
み
る
と
き
、
夫
れ
が
概
し
て
未
だ
軽
い
負
担
に
止
ま
っ
た
も
の
と
言
う
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

イ
ネ
王
法
典
第
七
十
章

に
、
「
〔
人
命
金
〕
弐
百
〔
銀
志
U

の
者
〔
を
殺
し
た
る
場
合
U

に
あ
り
て
は
、
人
は
、
〔
彼
の
殺
し
た
る
所
の
者
の
主
人
S
N
G
¥
ミ
ろ
に
対
す
る
〕

補
償
金
(
達
。
芯
宮
崎
〉
と
し

τ参
拾
銀
志
を
支
払
ふ
べ
し
、

ハ
人
命
金
〕
六
百
〔
銀
志
の
者
を
殺
し
た
る
場
合
〕
に
あ
り
て
は
、
〔
同
じ
く
マ
ン
ボ

ー
ト
〉
入
拾
銀
志
、

〔
人
命
金
〕
千
弐
百
〔
銀
志
の
者
を
殺
し
た
る
場
合
〕
に
あ
り
て
は
、
〔
マ
ン
ボ
l
ト
U

百
弐
拾
銀
志
。
」
(
k

自

g
q
v
ヨマ

含
B
5
5
S
S
R
g
-
gロ
S
Z
5
8
σ
o
g
M
M凶

R
E
4
8同
己

Z

Eロ
B
-
M長
忠
告
よ
目
立
江
戸
耳

E
Eロ
R
M
R
E一
)

と

お

け

と
規
定
せ
る
後
を
承
付
て
、
同
意
第
一
条
に
は
「
一

O
山
イ
ド
〔
毎
U

に
〔
そ
の
土
地
よ
り
収
め
ら
る
べ
き
〕
食
物
地
代
と
し
て
、
十
桶
の

二
J

仰
の
老
い
た
る

蜂
蜜
、
一
ユ
百
塊
の
麺
灘
、

一二

a
m
g
Z
H

の
ウ
ェ
イ
ル
ズ
風
エ
イ
ル

。
〔
ぷ
同
ロ
ゲ

2
.〕
の
生
粋
の
〔
エ
イ
ル
〕
、

(
ー
ー
十
分
に
成
育
せ
る
所
の
〉
牝
牛
又
は
十
匹
の
去
勢
し
た
る
羊
、
十
羽
の
鷲
鳥
、
二
十
羽
の
雌
難
、
十
本
の
チ
1
ズ、

一
ぷ

B
Z
H
.

た
ヮ
ぷ
り
の
バ
タ

l
、
五
尾
の
鮭
、
二

O
封
度
の
穂
、

と
百
尾
の
鰻
〔
が
納
め
ら
る
べ
き
な
り
〕
。
」

(
ゐ
仲
凶
宮
内
田
口
旨
件
。
甘
え

B
u
n

E
Z
E
D
M
g
w
n
R
F
E
F
巴
g

Z田
翌

日

目

的

n
g】
m
p
自
M
E
E
R
Z
E
E
-仏

E
d
o
E
o
d
d
m
M
d『

&
3∞-凶
mog-

(
回
印

M
M
n
Zロロ
P
M
n
o
g♂

ω
E
σ
2
E
z
o
σ
E
n
g
P
4
-
g
u
m
g
-
M凶
宮
ロ
仏
者

mmm川町田岡。
d
S印
可

Fgロ
告

g
昌
広

m何
回
釦
・
)
と
あ
り
、
そ

の
場
合
、
此
の
第
一
条
に
お
け
る
¥
ま
芯
『
を
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
王
の
&
町
宮
崎
ま
た
は

¥
S
3
a
と
解
し
、
年
一
度
廿
四
時
間
王
と
そ
の

供
奉
者
の
一
団
を
扶
養
す
る
か
の
「
一
夜
の
フ
ァ
ー
ム
」
を
恐
ら
く
此
処
に
列
挙
せ
ら
れ
た
も
の
は
表
わ
し
て
い
る
と
し
て
、
夫
れ
は
、

〈

M
)

一
O
ハ
イ
ド
の
土
地
の
負
担
と
し
て
見
れ
ば
い
ま
決
し
て
ぷ
円
富
山
口
問
玄
=
仏

8
.
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

我
々
は
、

此
処
に
列
挙
せ
ら
れ
た
も
の
こ
そ
は
、
前
記
第
七
十
章
に
規
定
さ
れ
た
さ
き
怖
の
受
領
者
た
る
早
期
の
睦
芽
的
な
領
主
(
場

合
に
依
っ
て
は
か
の
プ
ッ
グ
ラ
ン
ド
の
所
有
者
と
し
て
の
資
格
に
於
け
る
主
を
も
含
む
)

に
元
来
給
付
せ
ら
る
べ
き
と
こ
ろ
の

ぎ

初
期
ア
ン
グ
ロ

u
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
四
五



初
期
ア
ン
グ
ロ
H

サ
ク
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

四
F' 

ー

i
す
な
わ
ち
「
食
物
地
代
」
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
さ
き
の
一
世
紀
後
の
オ
ッ
フ
ァ
の
チ
ャ
l
タ
に
お
け

る
ウ
エ
ス
ト
ベ
リ
の
六

O
ハ
イ
ド
の
土
地
の
「
王
へ
の
貢
租
」
と
比
較
す
る
と
き
、
我
々
は
、
後
者
の
負
担
の
相
対
的
軽
少
性
を
ま
さ
し

く
云
々
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
な
し
ろ
、
「
王
へ
の
貢
租
」
'
は
、
犬
れ
を
負
担
せ
る
「
王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
」
|
|

依
っ
て
、

「
王
領
」
の
一
部
が
聖
俗
の
有
力
者
の
子
に
渡
り
、
そ
の
手
中
に
於
て
ま
さ
に
彼
等
の
取
得
す
べ
き
「
食
物
地
代
」
に
転
化
す
る
と
と
に

(
部
)

そ
の
細
目
の
暗
示
す
る
よ
う
に
屡
々

dHH
丘
8
8
S
0
.
な
も
の
に
変
質
し
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
し
て
、

王

の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
」
た
る
「
王
領
」
の
聖
俗
の
有
力
者
へ
の

凧

σ。。山内山口
m.
の
の
ち
も
依
然
と
し
て
王
の
掌
中
に
留
保
せ
ら
れ
た
所
の

一
王
へ
の
貢
租
」
も
、
な
お
、

そ
の
後
聖
俗
の
臣
下
た
る
ブ
ッ
グ
ラ
ン
ド
所
有
者
の
た
め
に
一
般
に
漸
く
先
除
せ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
左
は
、

例
え
ば
、
第
九
世
紀
末
葉
〈
入
八
三

)
h
5・m
仏
大
王
公
・
∞

2
t
g
c
¥
8
8時
代
、

マ
l
シ
ア
の
州
太
守

(
Sミ
ミ
ミ
お
お
)
の
任
に
在
っ
た

大
王
の
女
婿

h

F包
括
仏
と

2
2
n
g
z
g
E
E
の
切
耳
目
内
叩

-4
修
道
院
と
の
聞
に
成
立
せ
る
協
定
の
記
録
た
る
一
つ
の
チ
ャ

l
タ
を

見
る
こ
と
に
依
っ
て
い
ま
瞭
ち
か
で
あ
る
。
即
ち
、
其
処
に
は
、

「
余
(
エ
セ
ル
レ
ド
)
は
彼
等
(
パ
i
タ
リ
修
道
院
長
と
そ
の
修
道
僧

た
ち
)
に
対
し
、
彼
等
が
今
猶
ほ
王
に
給
付
す
ベ
く
義
務
づ
け
ら
れ
ゐ
る
貢
租

(
h
a
¥ミ)、

即
ら
、
今
日
迄
免
除
さ
れ
ざ
る
ま
ま
に
肢
置

さ
れ
た
る
、
生
粋
の
エ
イ
ル
の
形
、

ピ

l
ル
の
形
に
お
け
る
、

又
蜂
蜜
・
牡
牛
・
豚
・
羊
の
形
に
お
け
る
、

王
へ
の
貢
租
(
円
ミ
忠
君
叫
¥
m
-

。
司
、
ミ
)
の
か
の
部
分
の
、
永
遠
の
免
除
在
認
む
る
者
な
り
」
(
向
。

z
o
m叩
吟
《
o
m
m
m
n
o
Z
2
〕
詩
的
向
日
問
。
]
g
v巾
E
。ロ
c
m
m件付。の可同岡山口
m
g

者
お
∞

v
n円
巾
円

ω
1
H
H
E
t
g
E
F
m
o
oロ
E
E
2
5

(∞∞ 

丘町凶
d
w
m
o
。
ロ
ゲ
g
円
0・
m巾
。
口
町
ロ
ロ
仲
間
mwwm巾
EH・可
j
d
2
5・
mmwOロ
回
当
可
ロ
5
H
H
w
m
o
oロ
∞
nm如
何
》
ロ
ョ
・
)
と
あ
る
の
で
あ
る
。

}岡山口仏
mw
担問。
o
Eロ
田
2
0】出口。同

dmHH出
仏
m
r
v
m
V日
吋
ロ
ロ
向
。
同
円
。
o
a
z
s
r

王
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
初
期
の
「
王
領
」
が
、
実
は
、
「
王
へ
の
貰
租
」
(
ミ
ミ
shghhHLE~w

町、一ミミ
h
¥司
ミ
ミ
)
と
呼
ば
れ
る
所
の
公
的
貢
租
の
給
付
の
義
務
を
負
担
せ
る
、
標
準
的
に
は
一
ハ
イ
ド
基
準
の
、
ア
ン
グ
ロ
リ
サ
グ
ソ
ン

以
上
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、



の
一
般
族
民

1
l
g之
な
る
独
立
自
営
農
民
の
各
々
の
フ
ォ
ウ
グ
ラ
ン
ド
か
ら
成
立
っ
て
い
た
事
情
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
し
得
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
際
、
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
右
の

hnN¥。
〉
」
可
申
。
『
警
が
飽
く
ま
で

azuぺ
で
あ
っ
て

J
Sて
で
は

(
国
寸

な
い
と
云
う
認
識
で
あ
っ
た
。
町
、
一
お
き
h
E
h
h
N
h之
は
あ
く
ま
で
『
恒
足
nha-ENハ
E
P
S。
.
。
叶
〉
と
は
区
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、

ま
た
、
斯
か
る

h
b
¥。
戸
¥
司
突
き

の
源
泉
と
な
っ
た
所
の
土
地

i
!個
々
の
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
族
民
の
フ
ォ

ウ
グ
ラ
ン
ド
が
飽
く
ま
で
彼
等
旅
民
の
「
所
有
」
に
係
わ
る
土
地
で
あ
り
、

彼
等
が
飽
く
ま
で
一
個
の

ベ
同
町
何
日
山
口
門
目
。
羽
田

2
.
で
あ
っ

て
、
決
し
て
元
来
王
を
二
自
己

cE.
と
す
る
そ
の

J
g
gて
で
は
な
か
っ
た
、

と
云
う
こ
と
を
意
味
す
る
c

ア
ン
グ
ロ

u
サ
ク
ソ
ン

の
初
期
の
ノ
ー
マ
ル
な

2
0ミ
は
、

正
し
く
は
、

い
ま
、
彼
自
身
の
所
有
に
係
わ
る
土
地
を
彼
自
身
の
労
働
を
以
て
|
|
た
と
え
一
部
被

の
従
寓
者
の
労
働
に
依
り
補
充
せ
ら
れ
る
所
が
あ
っ
て
も

l
l耕
作
す
る
者
、
即
ち
、

要
之

4
円
2
匂
g
g
E
望
。
匂
円
円
相
ぎ
て
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
以
下
、

と
の
重
大
な
点
を
節
を
改
め
て
瞭
然
た
ら
し
め
る
こ
と
と
す
る
。

(
1
)

「
立
教
経
済
学
研
究
」
第
十
八
巻
、
第
三
号
、
一
一
七
|
五
七
頁
。

〈
2
)

こ
の
こ
と
は
、
初
期
に
於
け
る
王
の
世
俗
の
有
力
者
に
対
す
る
土
地
の
授
与
、
就
中
教
会
・
修
道
院
に
対
す
る
土
地
の
寄
進
が
、
一
般
に
広
大

な
地
域
に
跨
っ
て
纏
れ
る
形
の
も
の
で
あ
っ
た
事
実
か
ら
も
、
当
然
推
断
せ
ら
れ
得
る
。
前
稿
、
三
三
頁
(
一

O
ハ
イ
ド
)
、
向
上
頁
(
二

O
ハイ

ド
)
、
四
四
頁
(
四

O
ハ
イ
ド
)
の
諸
例
参
照
。
な
お
、
同
dk同
町
内
言
明
号
、
号
、
。
。
hhぬ
ミ
な
お
え
同
町
内
qhHhkgミ
ミ
旬
室
礼

U
2号
、
暗
号
芯

F
a
-
k
p・

ω・
Z8-m円
齢
者
・
国
・

ω
Z
2
5
8
3見。
E-
民
由
日
)
・
同
】
・
会
・
を
も
参
照
。

(
3
)

前
稿
、
四
九

l
五
二
頁
。

(
4
)
O
E
d
E官

E
E
r
g
-
F
H
Hゲ
ミ
円
・
ー
1
1
(
U
X
え
S
F
E
5
5間
E
E
F
g惜
の
さ
さ
忌
ミ

sq』
h
gミ

(
F
O
E
S
-
5
2
)
・

℃
-
N

∞M
・ロ。一定
w
M
A
H
・

(
5
)
2
・
可
E
-
Sロ
om『
E
C
R唱
で
た
た
ざ
ミ

h
G
S
N川苫
AhhR湾
、
〈
。
民
o
a
-
H包
N)
・同)・

8ω
一司・

4
・
PEP-自
己

-u。
22npHHN凶号、町向昌弘

切
ミ
ミ
九
(
(
リ
即
日
σ同日
ι問問・

H∞
也
吋
)
喝
容
・

N
g
同
町
一
切
・
冨
・

ω
Z
E
E
-
hミ
h
E
G主
主
同
町
苫
h
z
s札

(OH同C
E
-
H
g
u
)
・日
y
N∞
品
・
な
お
、
斯

初
期
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

凹
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n
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と
し
て
、
寄
進
せ
ら
れ
た
、
ー
ー
そ
の
よ
う
な
「
寄
進
」
を
其
処
に
考
え
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ゑ
ロ
は
、
明
瞭
に
否
、

で
あ
る
。
大
陸
に
於
て
は
い
ざ
知
ら
ず
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

こ
れ
ら
さ

S
S
3
S
S言
♂
円
え
室
内
ね
え
ま

い
ず
れ
も
、
単
に
、
土
地
の
面
積
、
と
言
わ
ん
よ
り
土
地
の
公
租
臆
諜
上
の
評
価
面
積
を
記
す
に
用
い
ら
れ
、

(
刊
叫
)

そ
の
土
地
の
占
有
者
の
数
ま
た
そ
の
属
性
に
は
多
く
係
わ
る
所
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
る
ラ
テ
ン
の
諸
語
は
、

い
っ
た
い
、

ア
ン
グ
ロ
H

サ
タ
ソ
ン
の
早
期
の
法
典
に
於
て
第
一
節
に
我
々
が
見
た
る
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
の
一
般
族
民
と
し
て
の

nmc之
な
る
名
辞
の
表
わ
れ
る
の
は

前
掲
の
そ
の
最
古
の
法
典
た
る
第
七
世
紀
初
葉
成
立
の
ケ
ン
ト
王
エ
セ
ル
ベ
ル
ァ
ト
の
法
典
の
第

B
Eロ【同
σ百円四

十
五
章
に
於
け
る
夫
れ
が
初
見
で
あ
る
が
、

」
ユ
聞
の
日

-HEms-)
と
規
定
さ
れ
て
あ
る
。

そ
こ
に
は

「
ケ
オ
ル
パ
の
さ
さ
ミ
~
込
一
『
札
は
即
ち
六
金
志

〔
た
る
へ
し
〕
。
」

2
2
H
-
g
 

そ
の
際
さ
さ
号
、
札
(
「

H
S
R
N
Q
)

と
は
、
文
字
通
り
に
は
「
保
護
権
」

e
g
z
n件
目
。

P

∞門町己
NHonv⑦
を
意
味
す
る
が
、
此
処
で
は
、
既
引
の
イ
ネ
王
法
典
第
六
章
に
も
ひ
と
た
び
現
わ
れ
た
、

の
平
和
」
左
維
持
す
る
家
長
の
保
護
権
の
侵
害
ー
ー
そ
の
保
護
下
に
在
る
場
所
に
於
て
、
或
い
は
そ
の
保
護
下
に
在
る
人
間
に
対
し
て
、

な
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
不
法
侵
入
・
流
血
・
殺
害
ぞ
の
他
ー
ー
ー
に
対
す
る
補
償
金
を
意
味
し
て
お
り
、
我
々
は
、
斯
か
る
補
償
金
に
依
っ
て

元
来
「
家

そ
の
「
家
の
平
和
」
が
保
障
せ
ら
れ
て
い
る
が
如
き
社
会
的
存
在
は
、

ま
ず
以
て
村
無
条
件
に
自
由
民
で
あ
る
と
共
に
、
同
時
に
同
自
己

自
身
の
「
家
」
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
・

同

5
5
0
r
c
E
の

E
E
2
す
な
わ
ち

Z
5
8円
四
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
認
識
し
得
る
の
で

お
な
じ
く
ケ
ン
ト
主
と
し
て
第
七
世
紀
末
葉
相
次
レ
で
立
て
る
、

g
e
と
そ
の
甥
何
色
門
付
(
同
・

g
m
t
g
e
両
人
の
法
典
(
六
七
三
!
六
八
五
?
)
の
第
十
六
章
「
い
ま
若
し
或
る
ケ
ン
ト
人
に
し
て
ロ

あ
る
。
而
し
て
、
此
の
第
一
点
は
、

な
お
、

E
C
F
V
O
B
(円・ミ
ω
t

ン
ド
ン
の
町
に
て
動
産
(
家
畜
〉
を
購
入
せ
ん
と
す
る
と
き
は
、
被
は
二
人
又
は
三
人
の
信
恵
す
べ
き
ケ
オ
ル
ル
、
若
し
く
は
主
の
町
奉
行

宏
、
証
人
と
し
て
立
て
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」

(
の
は
わ
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一五

(
白
国
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z。ロロ片何回。ロ
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2
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m
2司山百目的由。

oV}wonヨュロ問問
2
4
1
n
m
R
O
Eロ
・
)
に
依
っ
て
も
確
め
ら
れ
る
所
で
あ
る

が
、
第
二
点
は
ま
だ
既
引
ア
ル
フ
レ
ド
王
の
法
典
第
三
十
九
章
に
「
な
に
び
と
か
或
る
ケ
オ
ル
ル
〔
身
分
)
の
者
守
主
主

S
S

の
家
内
に
て
争
闘
し
た
る
と
き
は
、
彼
は
六
銀
志
の
補
償
金
を
当
該
ケ
オ
ル
ル
に
支
払
ふ
ベ
し
」
(
の
は

P
2
8
巳
2
E
R
g
s
oロロ
2

(
帥
品

出

2
5
m
o同
g
v
F
B
E
a
u内目。
5
・
向
。
Z
Z
J
E
B
2
2
-
0・
)
と
あ
る
の
が
、
日
疋
れ
を
明
証
す
る
所
で
も
あ
る
。
而
も
、
そ
の
場
合

の
「
家
」
(
h
h
w
H
)

が
ほ
か
な
ら
ぬ
農
家
な
る
日

H
o
g
g丹
市
白
色

(
の
め

V
O
]九
件
〉

で
あ
る
こ
と
は
、

V

」
れ
ま
だ
、

イ
ネ
王
法
典
の
第
四
十
登
に

「
ケ
オ
ル
ル
の
屋
敷
地

(
Sミ
」
割
合
)
〔
庭
地

(
2
c
F
哲
三
8
1
0
3
に
よ
っ
て
回
緯
さ
れ
た
る

}
M
O
B
S
Z
m
g
は
冬
季
並
び
に
夏
季

に
困
臆
さ
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

い
ま
若
し
そ
が
囲
摘
せ
ら
れ
ず
、
彼
(
ケ
オ
ル
ル
)
の
隣
人
の
家
畜
(
8
6
巴
に
し
て
、
彼
自
身
の
〈
|
|

彼
が
放
量
し
た
る
と
こ
ろ
の
〉
空
隙
を
通
じ
て
述
ひ
込
む
こ
と
あ
ら
ん
か
、
彼
は
当
該
家
畜
に
闘
し
〔
主
張
す
べ
き
〕
な
に
も
の
〈
1
1
1
如

何
な
る
権
利
)
も
こ
れ
を
有
せ
ざ
る
べ
し
。
被
は
そ
を
〔
屋
敷
地
外
へ
U

追
ひ
出
し
、

そ
の
損
害
を
耐
へ
忍
ぶ
べ
き
な
り
。
」

(
円
。
。
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印

4
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d
m
田
no巳

σ
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d
Z
E
H
2
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E
・

uw
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nJ回目岡山田口巾即日
Mmoσ
ロ門町田

nom均
一
-
ロ
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(
白
田

町
四
国

m
m
g
m
g
f
S
F
F
m
m何
件
冨
B
n
g
u
o
Eロ
羽
三
回
昨
日
乱
立
P
何回宮
O
Z仲
可

do】山
O
Q
Oロ巾〕

m
E
4
q
2
a
-
g・
)
と
あ
る
に
よ
っ

の
は
日
凶
作

σ足
山
口
ロ
3
可口向島
w

て
、
明
瞭
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
此
の
法
す
ん
は
、
当
時
、

そ
の
屋
敷
地
心
き
る
企
〉
を
自
己
所
有
せ
る
、

か
か
る
農
民
ケ
オ
ル
ル
が
、

〈
白
由

そ
の
隣
人
と
共
に
、
本
来
当
時
に
於
け
る
マ
ル
グ
ス
の
い
わ
ゆ
る
二
つ
の
よ
り
大
い
な
る
全
体
」
守
山
口
関
与
a
R
g
の
g
N岳
、
ヴ
ェ

l

(
Z
R志
向
田
与
え
g
m
m
s
a
g与
え
ふ

f
る、

パ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
近
隣
共
同
体
」

村
落
共
同
体

守山口
ω
m
o
n
o
B
B
C巳
守
)
を
結
成

し
て
生
活
し
て
お
り
、

彼
れ
ケ
オ
ル
ル
は
、

秋
蒔
の
穀
物
(
小
麦
・
ラ
イ
麦
)
、
春
蒔
の
穀
物
(
大
麦
・
燕
麦
)
の
夫
々
育
つ
、
冬
季
並

び
に
夏
季
の
期
間
、

一
時
的
に
自
己
の
主
体
的
責
任
に
於
て
そ
の
さ
。
み
貯
を
阿
購
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
云
う
、
元
来
周
知
の
事
柄
な
る

が
故
に
却
っ
て
形
式
的
に
宣
一
一
一
一
日
さ
る
る
要
も
な
く
、
古
来
不
文
樟
の
慣
習
法
の
形
に
於
て
存
し
た
る
所
の
、
共
同
体
の
全
体
的
意
思
に
対



し
て
、
自
主
的
に
|
|
ま
さ
に
斯
か
る
「
共
同
体
的
規
制
」
の
遵
守
を
「
経
済
外
的
強
制
」
の
形
で
強
制
す
る
所
の
何
等
か
の
領
主
的
権

(MM) 

力
の
発
動
を
侠
つ
迄
も
な
く
、
従
う
べ
き
筈
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
第
四
十
章
の
此
の
点
に

関
す
る
含
蓄
は
、
我
々
が
更
に
、
同
じ
イ
ネ
王
法
典
の
第
四
十
二
章
を
読
む
と
き
、
な
お
一
層
明
白
と
な
る
。
即
ち
、
そ
こ
に
は
、

メ

ド

ウ

ア

ヲ

プ

w

・

ま
若
し
ケ
オ
ル
ル
た
ち
に
し
て
、
圏
構
す
べ
き
一
つ
の
共
同
の
牧
草
地
あ
る
ひ
は
そ
の
他
の
(
|
|
耕
地
た
る
)
鳴
を
室
、
を
有
L
、
ーっ
し、

し
か
し
て
そ
の

〔
ケ
オ
ル
ル
た
ち
の
う
ち
の
〕
若
干
の
者
た
ち
が
彼
等
の
〔
割
当
〕
部
分
を
囲
摘
し
、
若
干
の
者
た
ち
が
〔
是
れ
を
〕
為
さ
ざ

り
L
と
せ
ん
か
、

し
か
し
て
〔
い
ま
若
し
家
畜
が
侵
入
し
て
〕
彼
等
の
共
同
の
穀
物
ま
た
は
牧
草
を
喰
荒
す
と
せ
ん
か
、

そ
の
空
隙
に
責
あ

る
者
た
ち
は
、
往
き
て
、
彼
等
の
〔
割
当
〕
部
分
を
囲
搭
せ
る
他
の
者
た
ち
に
対
し
、
其
処
に
て
為
さ
れ
た
る
ら
ん
損
害
を
補
償
す
ベ

L
。

彼
等
は
、
こ
れ
ら
の
家
畜
に
関
し
て
そ
が
適
当
な
る
が
如
き
賠
償
を
求
む
る
こ
と
そ
得
ベ
し
。
」
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目
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目
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島
g
E
B
ω
叩
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B
n
g目指田
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ミ
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ミ
宮
間
4
『

1

2

E仲

(
帥
田

町
吉
岡
町
』
0
・
)
と
あ
る
の
で
あ
る
が
、

(
分
た
れ
た
〉

(
却
)

(atam士
山
口

ε
ー
ー
ー
す
な
わ
ち
夫
々
の
耕
作
者
の
∞

Y
R
S
-
E
F色
自
に
分
配
さ
れ
て
い
る
土
地
の
義
で
あ
っ
て
、
我
々
は
、
其

そ
の
場
合
こ
こ
に

hmhHENSE同

と
い
う
の
は
、

「

h
向
島
小
h
b
s

さ
れ
た

土
地
」

処
に
、
村
落
共
同
体
を
構
成
す
る
当
時
の
ケ
オ
ル
ル
農
民
の
各
々
の
耕
地
持
分
が
い
ま
決
し
て
一
農
地

(mmE・
匂
巾
広
)
内
の
一
ケ
所
に

糧
っ
て
間
構
さ
れ
た
形
で
存
在
す
る
と
と
な
く
多
数
の
地
条
(
的
片
岡
山
0
・
ω丹同巾山崎

g)
な
る
形
に
於
て
踊
余
の
隣
人
た
ち
の
諸
地
条
と
相
混

ま

Z
き

清
し
つ
つ
散
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
各
人
の
地
条
相
互
の
問
に
は
鰹
の
ご
と
き
目
路
を
遮
る
何
物
も
な
く
、
一
つ
の
農
地
全
体
と
し
て
は

恒
久
的
な
る
囲
踊
に
依
っ
て
劃
ら
れ
て
い
ず
、
広
々
と
う
ち
開
か
れ
た
る
状
態
、
|
|
二
圃
制
度
〈
件
当
。
.
常

E
4田宮
B
)
か
三
圃
制
度

初
期
ア
ン
グ
世
い
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
五
三



初
期
ア
ン
グ
ロ
U

サ
ク
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
五
回

て
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
此
の
イ
、
不
王
法
典
の
第
四
十
二
章
に
依
れ
ば
、

(
仲
町
民

2
・

r
z
a由
丹
市
日
〉
か
執
れ
に
し
て
も
何
ら
か
の
開
放
農
地
制
度
(
。
胃
ロ

-
m
o
E
唱
え
S
H〉
の
景
観
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
想
い
、
記
べ

ぞ
と
に
は
、
共
同
の
牧
草
地
の
み
な
ら

ず、

(
お
そ
ら
く
そ
の
内
側
に
一
部
隣
接
し
て
、
市
も
い
わ
ゆ
る
五
ロ
巳
g
Z弘
司

E
m
m
0
.
の
村
氏
の
住
居
の
密
集
部
分
を
囲
携
し
て
)

な
ん
ら
か
の
開
放
農
地
制
度
に
基
く
所
の
共
同
の
耕
地
が
展
け
、
前
者
の
共
同
牧
草
地
は
、
毎
年
村
落
共
同
体
成
員
た
る
ケ
オ
ル
ル
農
民

の
各
々
に
、
輪
番
制
に
依
っ
て
か
或
い
は
抽
畿
ヒ
依
っ
て
、
各
自
の
家
畜
の
冬
季
飼
料
た
る
乾
草
に
な
す
牧
草
そ
栽
培
す
る
そ
の
持
升
が

地
条
の
形
で
割
当
ら
れ
て
、
牧
草
が
成
育
し
て
刈
り
取
ら
れ
る
ま
で
l
l
l
凡
そ
グ
リ
ス
マ
ス
直
後
乃
至
聖
燭
節
(
二
月
一
百
)
の
頃
よ
り
ラ

マ
ス
祭
(
八
月
一
日
)
の
頃
ま
で
、

一
時
的
に
、
各
々
の
ケ
オ
ル
ル
が
夫
々
自
己
め
割
当
地
条
の
両
端
を
離
で
塞
ぐ
と
い
っ
た
・
彼
等
の
責

任
分
担
の
下
に
囲
鱈
せ
ら
れ
、
後
者
の
共
同
農
地
ま
た
、
其
処
に
一
冬
穀
」
・
「
春
穀
」
が
夫
々
成
育
す
る
期
間
、

一
時
的
に
同
様
各
ケ
オ

ル
ル
の
責
任
分
担
の
下
に
囲
播
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
執
れ
も
が
、
牧
草
或
い
は
穀
物
を
収
穫
し
終
え
れ
ば
、
次
め
作
物
の
栽
培

開
始
期
ま
で
、
囲
膳
は
撤
去
せ
ら
れ
、
村
民
の
共
同
放
牧
場
(
前
者
は
主
と
し
て
羊
の
、
後
者
は
主
と
し
て
牡
牛
の
)
と
し
て
開
放
せ
ら

れ
た
の
で
あ
知
)
し
か
し
て
斯
く
解
す
る
と
き
、
ま
た
、
次
の
ィ
、
不
王
法
典
第
四
十
二
章
第
一
条
の
規
定
内
容
も
、
右
の
第
四
十
二
章
の

夫
れ
と
の
関
聯
に
於
て
、
我
々
に
ス
ム
ウ
ズ
に
理
解
さ
れ
得
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
さ
り
な
、
が
ら
、

い
ま
若
し
、
柵
(
常
常
)
を

破
り
て
、
所
構
は
ず
侵
入
す
る
、
な
ん
ら
か
の
苔
牛
(
守
い
奇
内
ろ
あ
り
と
せ
ん
か
、
そ
を
所
有
す
る
彼
に
し
て
、
そ
を
制
せ
ん
と
も
せ
ず
、

ま
た
〔
そ
を
制
す
る
こ
と
を
よ
く
す
る
と
と
も
〕
能
は
ざ
る
と
き
は
、
伎
の
自
問
(
月
号
ろ
に
て
そ
を
見
出
す
所
の
者
は
、
〔
そ
を
〕
捕
ヘ
バ
そ

を
〕
打
ち
殺
す
こ
と
を
得
ベ
し
、
而
し
て
ハ
そ
の
際
〕
そ
の
(
畜
牛
の
〉
持
主
は
、
そ
の
皮
と
肉
と
を
取
得
し
て
、
残
余
の
〔
価
値
〕
は

〔
ぞ
の
損
失
を
〕
耐
へ
忍
ぶ
べ
き
な
、
り
。
」
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な
お
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イ
ネ
王
法
典
は
、

引
続
い
て
そ
の
第
四
十
三
章
に
於
て
、

「
い
ま
若
し
な
に
び
と

か
〔
誤
っ
て
い
林
中
の
一
本
の
樹
木
を
焼
失
せ
し
む
る
こ
と
あ
り
、
而
し
て
是
れ
を
為
し
た
る
者
の
何
者
な
る
か
露
は
る
る
こ
と
あ
ら
ん

か
、
彼
は
、
円
当
然
窃
盗
罪
に
課
せ
ら
る
る
〕
科
料
の
全
額
を
支
払
ふ
べ
き
な
り
、
門
す
な
わ
ち
、
伎
は
〕
六
拾
銀
士
山
を
支
払
は
ざ
る
べ
か

ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
、
ハ
い
ま
〕
火
は
盗
人
に
ほ
か
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
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可
d

『。。吋
E

で
同
章
第
一
条
に
於
て
、

「
い
ま
若
し
な
に
び
と
か
〔
慾
張
り
て
〕
林
中
に
於
て
余
り
に
も
多
く
の
樹
木
を
代
択
し
、
而
し
て
そ
の
こ
と

水
W

の
後
に
知
ら
る
る
所
と
な
ら
ん
か
、
彼
は
各
〔
一
本
に
つ
き
〕
参
拾
銀
志
〔
の
割
合
〕
を
以
て
樹
木
三
本
分
〔
の
み
〕
の
科
料
を
支
払
ふ

ぺ
き
な
り
、
彼
は
、
其
処
に
そ
れ
ら
(
伐
採
樹
木
)
の
如
何
に
多
く
の
も
の
の
存
す
る
に
せ
よ
、
夫
れ
以
上
の
そ
れ
ら
の
科
料
を
支
払
ふ

ま
さ
か
り

に
は
及
ば
ず
、
何
と
な
れ
ば
銑
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、
〔
火
と
は
異
な
り
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盗
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は
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し
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密
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な
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な
り
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も
と

そ
の
下
に
三
十
匹
の
豚
の
立
ち
得
る
と
こ
ろ
の
一
本
の
樹
木

更
に
、
次
章
第
四
十
四
章
に
於
て

「
然
れ
ど
も
い
ま
若
し
な
に
び
と
か
、

在
切
倒
し
、

而
し
て
そ
の
こ
と
の
知
ら
る
る
所
と
な
ら
ん
か
、

〔
彼
は
〕
六
拾
銀
志
の
科
料
を
支
払
ふ
べ
き
も
の
と
す
。
」

、寸

司、4
併せ

cx 
ロ
ロ
ロー。
ドせ

ロ
命

日司
(1) 
UJ 
O 

O 

M 

5.窓
口同

'V::;;:: 8 
と朗自

}さロロ
O仰
の

g
及。

m百
件
吋
004司
mwuV柏
市
仲
呂
田
山
町
向
。
凶
尚
一
例
的
若
宮
山
口
出
向
凶
巾
『
m
g
gロ
amwp

規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
見
ら
る
る
如
く
、

「
い
ま
若
し
な
に
び
と
か
-
j
i
-
-
」
と
あ
っ
て
、

と
く
に
ケ
オ
ル
ル
に
つ
い
て

規
定
せ
る
所
の
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

事
実
上
当
時
の
ウ
ェ
シ
グ
ス
に
お
け
る

。円弘山口白吋吋

な
自
由
民
と
し
て
の
ケ
オ
ル
ル
に
関

す
る
規
定
た
る
と
と
は
明
白
で
あ
り
、

其
処
に
、

我
々
は
叉
、

当
時
に
於
け
る
斯
か
る
自
由
民
ケ
オ
ル
ル
の
村
落
共
同
体
の
い
わ
ゆ
る

初
期
ア
ン
グ
戸
H

サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
兵

五
五



初
期
ア
ン
グ
ロ
内
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
五
六

g
g
g
g
m
の
一
部
を
構
成
す
る
、

お
そ
ら
く
前
出
「
共
同
牧
草
地
」
に
接
壌
す
る
所
の
「
共
同
林
」

(
g
s
B
S
当

003
の
存
在
に
関
す

る
証
患
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
当
時
、

一
つ
の
村
落
は
、
夫
れ
を
そ
の
近
隣
の
村
落
よ
り
分
つ
・
一
般
に
森
林
を
含
む
広

大
な
る
未
開
墾
地
(
4

古
田
件
。
)
に
依
っ
て
取
巻
か
れ
て
い
て
、
斯
か
る
未
開
墾
地
に

〔
屡
々
そ
の
近
隣
諸
村
落
と
共
に
〕

入
会

(
山
口
一
行
mw同
・

g
g
g
oロ
宮
間
〉
の
権
利
を
行
使
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
斯
か
る
入
会
地
と
し
て
の
・
森
林
を
含
む
未
開
墾
地
は
、
当
時
の

村
落
農
民
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
生
命
的
意
義
が
存
し
た
。
即
ち
、

い
ま
特
定
の
村
落
共
同
体
の
「
共
同
耕
地
」
に
等
量
の
耕
地
持
分
を
同

数
の
「
地
条
」
な
る
形
に
於
て
占
有
す
る
所
の
そ
の
平
等
な
る
成
員
た
る
農
民
は
、
其
処
を
放
牧
地
と
し
て
彼
等
の
家
畜
|
|
耕
作
に
直

接
必
要
な
る
牡
牛
、
肥
料
を
作
る
も
の
と
し
て
必
要
な
る
牝
牛
並
び
に
羊
ー
ー
を
放
牧
し
、
直
接
耕
作
に
関
係
薄
き
家
畜
に
て
も
、
そ
の

肉
が
当
時
重
要
な
食
料
の
一
部
を
な
し
た
豚
の
如
き
を
そ
の
好
む
か
し
・
ぶ
な
等
の
実
の
こ
ろ
が
り
い
る
そ
の
森
林
中
に
放
ち
飼
い
し
た

ほ
か
、
斯
か
る
来
開
墾
地
に
於
て
水
車
場
の
堰
或
い
は
土
手
等
を
築
く
た
め
の
粘
土
や
砂
・
砂
利
等
を
採
掘
し
た
り
、
敷
藁
と
し
て
の
羊

歯
を
採
取
し
た
り
、
其
処
の
招
や
池
か
ら
屋
根
葺
用
の
菅
を
刈
り
取
っ
た
り
、
或
い
は
其
処
か
ら
木
の
実
・
紫
果
の
類
を
拾
い
蒐
め
た
り

し
た
の
で
あ
る
が
、

其
処
に
又
、

当
時
の
村
落
共
同
体
農
民
は
、

彼
等
の
第
一
次
的
必
需
品
た
る
木
材
を
か
ち
得
る
所
の
共
同
用
益
権

ハ
H
S
F仲
間

え

の

O
B
g
S印
)

を
有
し
た
の
で
あ
り
、

即
ち
、
彼
等
の
手
に
依
り
そ
の
森
林
よ
り
伐
り
出
さ
れ
た
樺
材
等
は
、
彼
等
の
住
居

そ
の
囲
摘
の
建
設
に
、
そ
の
農
具
・
世
帯
道
具
の
制
作
に
資
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
は
ま
た
彼
等
の
日

常
必
要
と
す
る
所
の
燃
料
の
主
要
な
も
の
を
な
し
清
)
か
く
て
、
斯
く
の
如
き
「
共
同
林
」
に
於
け
る
隣
人
の
共
同
用
益
権
を
危
殆
に
瀕

の
建
築
・
修
理
に
、

せ
し
め
る
恐
れ
あ
る
と
こ
ろ
の
・
一
個
人
の
羽
目
を
外
し
た
用
益
行
為
に
対
し
て
は
、

領
主
的
権
力
な
ら
ざ
る
主
権
は
、

当
然
、

科
料

(S.H6〉
の
賦
課
を
以
て
規
制
す
る
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
我
々
は
、
斯
か
る
当
時
の
村
落
社
会
の
一
見
ぷ
O
B
Bロ
ロ
包
富
山
。
.
な
諸
徴
表
か
ら
、
直
ち
に
其
処
に
所
謂
「
マ
ル
グ
共
同



体
」
的
社
会
諸
関
係
な
云
々
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
未
開
墾
地
、
牧
草
地
、
と
り
わ
け
耕
地
は
、
斯
か
る
ケ
オ
ル
ル
農
民
の
共
同

体
そ
の
も
の
に
依
っ
て
一
義
的
に
所
有
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
禁
処
に
、
土
地
に
関
す
る
ぷ
0
8
5
0ロ
04司ロ
R印
E
u
.
あ
る
い
は

ぷ
O
B
Bロロ
mw-04司ロ巾門的
E
℃

の
所
有
関
係
を
ま
さ
に
措
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
、

た
と
え
イ
ネ
王
法
典
の
現
存
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
の
一
つ
|
|
第
十
二
世
紀
の
夫
れ
の
第
四
十
二
章
の
が
史
劃
舎
が
い
ま

「
ケ
オ
ル
ル
た
ち
が
土
地
と
牧
草
地
と
を
共
同
に
有
す
る
こ
と
に
就
い
て
」
(
回
o
d
ω
B
V符
件
。
g
三
宮
町
与

σNa--B仏
mm自由
g
o
刈

m
8
2
Eロ
白
ろ
と
な
っ
て
お
り
、

も
、
禁
処
に
、

な
る
文
字
が
見
え
る
に
し
て

'
と
り
わ
け
当
時
の
主
要
な
る
社
会
的
生
産
農
業
生
産
に
於
け
る
主
要
な
る
生
産
条
件
を
あ
ら
わ
せ
る
耕
地
に
就
い
て
、

又
元
来
本
章
の
テ
ク
ス
ト
中
に

「
彼
等
の
共
同
の
穀
物
ま
た
は
牧
草
」

言
葉
の
厳
密
な
る
意
味
に
於
け
る
「
共
同
体
の
所
有
」
守
吉
田
m
g
E
B
骨円

Q
O
B
O宮
内
回
巾
)
の
関
係
は
之
そ
認
め
る
こ
と
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
我
々
が
、
当
時
の
村
落
の
社
会
的
生
産
関
係
を
よ
り
探
く
立
入
っ
て
省
み
る
と
き
、
漸
く
瞭
ら
か
と
な
り
来
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
今
日
ひ
ろ
く
学
界
に
於
て
、
前
述
の
如
き
開
放
農
地
制
度
に
基
く
所
の
共
同
耕
地
の
耕
作
は
、
通
常
》
S
3汽
円
相
《
と
呼
ば

れ
る
重
量
の
有
輪
翠
(
羽
町
内

o-azczy
閉山位門凶作吋匂出
cm)
を
そ
の
基
礎
的
な
耕
作
労
働
要
具
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、

と
云
切
っ
と

と
が
一
般
的
に
承
認
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

実
害
E司

と
い
う
の
は
、

ガ
リ
ア
人
の
命
名
に
係
り
、
も
と
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
語
の

n
F
R
2
0
の
諸
源
を
な
す
ゴ

i
ル
一
酷
で
あ
る
が
、
第
一
世
紀
の
。
フ
リ
l
ニ
ウ
ス

。即日

5
E
E吉田
ω
巾
2
ロ円宮町

(
N
ω
¥品

t
芯
)
、
が
そ
の

『
自
然
誌
』

に
於
て

「
近
時
岡
山
釦
注
目
白
の
白
日
回
目
白
で
こ
個
の
車
輪
が
取
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
撃
が
発
明
せ
ら
れ
、
人
々
は
失
れ
を

ま
ね
ミ
き
さ
に
と
呼
ん
で
い
る
」

(Zoロ匂門戸
a
o
s
E
4
0ロ
E
S
E
H
N
M
W
Z
U
C
M
Lロ
話
会
話
回
同
門
誌
巾
Z
E
-
-
g
z
-
g
w

(
九
日
∞

4
0
2ロ仲間
}
E
C
S
O
S昨
日
・
)
と
日
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
此
の
翠
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
円
同
己
。
仏
問
。
ロ
ロ
凹

『
自
然
誌
』

初
期
ア
ン
グ
ロ

n
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
五
七



粉
期
ア
シ
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
五
入

の
場
存
す
る
の

2
2宮
丹
市
巴
に
請
う
と
こ
ろ
の

見
V
N
G

ミ
ミ
。
言
及
と
は
、

宣
言
s
h
a間
足

1
1
l
ゲ
ル
マ
ン
の
一
一
山
~
叫
一
宮
町
帆

の

kvNSS 

(↓
u-odF 

EHCm)
ー
ー
が
そ
の
原
形
な
ら
ん
と
思
わ
れ
、

N
S
Q
mぷ

の
住
地

同
刊
誌
に
お

地
方
な
る
ド
l
ナ
ウ
上
流
の
地

(ム
7

日
の

切
白
!

ガ
リ
ア
か
一
フ
イ

い
ま
古
典
古
代
の
歴
史
的
世
界
地
中
海
世
界
に
は
非
ざ
る
と
こ
ろ
の
、
「
北
方
L

の
平
地
地

方
の
技
桁
的
発
展
の
将
来
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
目
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
古
典
古
代
の
歴
史
的
世
界
に
於
て
ロ

テ
ィ
ア
か

い
ず
れ
に
し
て
も
、

夫
れ
が
、

一
般
に
本
来
の
ラ
テ
ン
で
「
翠
」
を
意
味
す
る
》
ミ
ミ
ミ
さ
《
な
る
名
称

の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
夫
れ
は
、
軽
量
の
無
輪
耕
平
で
あ
っ
て
、
我
々
の
島
国
に
就
い
て
言
え
ば
、
い
ま
ロ

1
マ
支
配
時
代
プ

ー
マ
人
に
知
ら
れ
て
い
た
最
も
進
化
せ
る
耕
作
労
働
要
具
は

り
タ
ニ
ア
の
田
園
的
領
域
に
か
の

s.町
内
む
を
圧
倒
し
て
多
数
存
在
し
た
、

マ同・、(門司

nap-刊
誌
せ
)

L

」
呼
ば
れ
る
ケ
ル
ト
の
支
配
的
な
定

住
形
態
(
虫
色
己
ロ
ロ

m印
同

2
5
)
iー
も
と
本
質
的
に

2
0日早
a
F
O
B
S仲
g
a
S
Z
2
5え
〉
を
原
基
形
態
と
す
る
・
そ
の
緊
合
体
と

ケ
ル
ト
独
白
の

E
B
Z円
〈
者
冊
目
目
。
。
1
1
6
に
於
け
る
農
業
に
用
い
ら
れ
た
る
も
の
こ
そ
は
、

(
印
)

わ
ち
ロ

l
マ
人
の
謂
う
と
と
ろ
の
ロ
ミ
マ
ミ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
か
る
ロ
ミ
マ
ミ
さ
と
呼
ば
れ
る
軽
量
の
無
輪
翠
は
、
ま

し
て
の
、

彼
等
の
い
わ
ゆ
る
ミ
白
色
ず
な

さ
に
夫
れ
が
哩
且
患
の
無
輸
翠
の
故
に
、

斯
か
る
も
の
と
し
て
、
軽
い
土
壌

Q
ぽ
言
明
。
即
日
)

時
代
ロ

1
マ
の
支
配
の
事
実
上
及
ぺ
る
ブ
リ
テ
ン
東
南
部
に
於
て
、

正
・
丘
原
等
一
般
に
高
地
に
於
け
る
、
一
冗
米
協
水
性
の
自
主
H

石
灰
質
の
土
壌
の
耕
作
労
働
要
具
と
し
て
決
定
的
に
適
合
的
な
る
も
の
で

被
征
服
民
ケ
ル
ト
の
前
記
ト
レ
フ
の
主
た
る
立
地
た
り
し
、

の
耕
作

J@i 
し

当
時
ロ

てf

ン

ブ

そり
のテ
連1ン

あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

か
か
る
n
q
n
N
H
ミ
還
を
以
て
そ
の
基
礎
的
な
耕
作
労
働
要
具
と
す
る
所
の
農
耕
に
於
け
る
基
本
的
農

ア
イ
ン
ツ
エ
ル
ホ

1
フ

か
の
一
般
に

R
n
o
E
n
H
E仏
唱
え
巾
5
.
と
呼
称
せ
ら
れ
る
、
元
来
彼
等
の
孤
立
農
家
に
個
別
に
附
属
せ
る
所
の
、
小
さ

(
日
)

き
方
形
乃
至
準
方
形
の
囲
曙
農
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ミ
さ
さ
な
る
軽
量
の
無
輪
翠
は
、
概
し

そ
の
場
合
、

地
形
態
こ
そ
、



て
い
ま
鉄
製
の
墾
頭
(
即
日
困
問
。
)
を
具
備
す
る
ほ
か
、
後
述
す
る
ご
と
き

円。ミ

S
が
一
般
に
有
す
る
所
の
塑
刀

(noEgろ
と
り
わ
け

精
巧
な
る
耕
平
板

(
B
E
E
-
Z
R
e
を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
軽
量
の
故
に
通
常
二
頭
の
牡
牛
に
夫
れ
が
牽
引
せ
ら
れ
る
場
合
、
辛
う
じ
て

ク

ヲ

チ

、

表
土
を
掻
き
起
し
て
そ
の
浅
い
す
き
み
ち
畝
間

Q
C
R
0
4〉
の
一
方
の
側
に
是
れ
を
畝
(
門
戸
amo)
と
し
て
盛
り
上
げ
る
は
た
ら
き
を

元
来
土
壌
を
反
転
し
得
る
能
力
を
欠
け
る
た
め
、
斯
か
る
耕
作
労
働
要
具
を
以
て
土
地
を
十
分
に
良
く
耕
さ
ん
と
す
れ

ば
、
ど
う
し
て
も
方
向
を
変
え
て
二
度
|
|
す
き
み
ち
が
さ
き
の
す
き
み
ち
と
交
叉
す
る
よ
う
鋤
く
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
交
叉
翠
耕
」

な
す
に
止
ま
り
、

(ng目的・立
oロ
m
F
Z
m
)
な
る
耕
作
方
法
z

を
採
用
す
る
こ
と
を
必
至
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
斯
く
の
如
き

「
交
叉
筆
耕
」
な
る
耕
作

方
法
は
、
そ
の
何
れ
の
方
向
に
鋤
か
れ
る
場
合
に
も
、
通
常
二
頭
の
牡
牛
よ
り
成
る
斯
か
る
ミ
ミ
ミ
さ
を
牽
く
墾
隊

(10ロ
何
回
H
a
同

g
g
)

が
常
に
一
定
の
間
隔
を
置
い
て
方
向
転
換
を
な
し
得
る
よ
う
、
耕
地
を
し
て
、
必
然
的
に
そ
の
形
状
に
於
て
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
き
(
一
辺

そ
の
面
積
僅
々
一
f
e
l
l

二
エ
イ
カ
の
、
小
田
晴
農
園
の
形
態
を
採
ら
し
め
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ

の
長
さ
が
平
均
二

O
O
フ
ィ
ー
ト
の
)
、

九
U

。S
培、湾問同は

い
ま
ま
さ
し
く
斯
く
の
如
き
ミ
ミ
ミ
ミ
に
対
し
て
比
較
的
新
し
く
出
現
せ
る
所
の
耕
作
労
働
要
具
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
の
特
徴
の
ま
ず
第
一
は
、
翠
頭
(
目
F
R
O
)

の
幅
が
広
く
、

そ
の
前
部
に
一
対
の
大
い
な
る
車
輪
が
取
付
け
ら
れ
て
い
て
、

全
体
と
し

て
重
量
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
た
め
従
来
の
無
輪
傘
の
ミ
ミ
還
さ
に
比
し
そ
の
穿
入
力

e
g
z
E江
口
問
宮
司
巾
ろ
に
於
て
透
か
に
優
り
、

(
関
)

で
あ
る
が
、
斯
か
る
其
の
特
徴
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
耕
作
要
具
が

a『
R
N
H『
世
有
志
悼

と
異
な
っ
て
抑
々
重
い
土
壌

深
耕
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

(
F
2
4
可
由
。
ロ
)
の
耕
作
に
適
合
的
な
る
耕
作
労
働
手
段
で
あ
る
と
と
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、

S
『
号
円
相
の
特
徴
は
、
そ
の

全
体
の
延
長
|
|
つ
ま
り
惣
鞍

(
1
0
z
m
F
σ
g
g
)
の
長
さ
が
か
の
ミ
ミ
ミ
ミ
に
比
し
て
長
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
此
の
重
量

に
し
て
且
つ
長
大
な
る
翠
を
頻
繁
に
転
換
せ
し
め
る
不
利
を
出
来
る
だ
け
回
避
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
方
向
転
換
度
数
を
可
及
的
に
減

初
期
ア
ン
グ
戸
川
サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
五
九



初
期
ア
ン
グ
ロ
u
サ
ク
ソ
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国
家
に
お
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る
自
由
民

ぜ
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
自
ら
そ
の
す
き
み
ち

l
E
3
0喝
を
能
う
限
り
長
く
す
る
必
要
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
不
可
避
的
に
、

実
は
牡
牛
を
輯
よ
り
放
つ
午
後
を
の
ぞ
く
、
午
前
中
の
耕
作
能
力
を
一
不
す

一六

O

か
の
狭
長
な
る
地
条
|
|
ま
さ
に
か
か
る

S
『
警
ぬ
の
一
日

一
エ
イ
カ

(
H
Sミ
崎
町
輸
相
)
基
準
の
地
条
を
基
礎
単
位
と
す
る
所
の
、

技
術
的
必
然
性
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
此
の
耕
作
労
働
要
具
は
、

大
い
な
る
開
放
農
地
な
る
も
の
を
形
成
せ
し
め
ず
に
は
措
か
な
い

そ
の
重
量
の
故
に
普
週
八
頭
(
時
に
四
頭
)
の
牡
牛
に
依
つ

て
牽
引
せ
ら
れ
た
が
、
斯
か
る
八
頭
な
い
し
回
顧
の
牡
牛
よ
り
成
る

S
『
き
む
を
牽
く
翠
隊
は
ま
た
、

そ
と
で
耕
夫
が
翠
の
方
向
を
転
換

す
る
「
息
つ
く
ひ
ま
」
を
必
要
、
と
す
る
に
い
た
る
ま
で
、
通
常
二
頭
編
成
の

ζ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
、

hqaマ
ミ
さ
の
整
隊
よ
り
も
よ
り
長
き
距
離
を
一
気
に
鋤
く

(
日
出
)

と
云
う
、
翠
を
牽
く
畜
力
の
側
の
事
情
も
亦
省
み
ら
れ
な
け
れ
ば
μ
な
ら
な
い
。
な
お
、

S
『N
h

円RN

の
幅
広
き
翠

頭
官
官
円
。
〉
の
前
面
に
ほ
ぼ
垂
直
に
取
付
け
ら
れ
た
鉄
の
ナ
イ
フ
す
な
わ
ち
墾
刀

(
g
E百
円
)

を
鋤
き
返
し
易
い
よ
う
に
す
き
み
ち
に
当
る
地
面
に
切
れ
目
を
付
け
る
は
た
ら
き
を
な
し
た
が
、
特
に
い
ま
そ
の
筆
頭
の
後
部
に
取
付
け

は
大
き
く
、
夫
れ
は
予
め
筆
頭
が
土
壌

ら
れ
た
翠
板
(
自
o
z
E
s
z
m円
円
山
)
の
機
能
は
優
秀
で
あ
っ
て
、
夫
れ
は
筆
頭
に
依
っ
て
鋤
き
起
さ
れ
撞
げ
ら
れ
た
土
壌
を
完
全
に
反
転
し

破
砕
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
安
に
、
今
や
か
の
お
き
マ
ミ
誌
の
場
合
「
ホ
〈
叉
筆
耕
」
に
依
っ
て
二
度
鋤
く
べ

き
所
を
よ
く

S
可
書
ね
を
し
て
一
度
の
墾
耕
を
以
て
事
足
ら
し
め
、
日
。
出
向
甘
口
。
者
1
1
+
民同即日】

1
0
c
m
v
E
m
を
通
じ
て
、
日
間
円

m
o
e
g

岡
山
己
仏
な
る
耕
地
形
状
の
形
成
を
可
能
且
つ
必
然
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

耕
作
労
働
用
具
の
一
定
の
進
化
の
水
準
を
表
わ
す
と
こ
ろ
の

S
3
R
Q
と、

「
開
放
農
地
」
な
る
特
定
の
耕
地
形
状
の
出
現
に
客
体
化

さ
れ
る
・
農
耕
労
働
の
生
産
性
の
一
定
の
発
達
段
階
を
表
現
す
る
耕
作
方
法
た
る
「
地
条
耕
作
」
、

こ
の
両
者
の
あ
い
だ
に
存
す
る
技
術

論
的
に
必
然
的
な
内
的
関
聯
は
、

ほ
ぼ
以
上
の
穀
述
に
依
っ
て
瞭
ら
か
に
せ
ら
れ
た
こ
と
と
想
わ
れ
る
が
、
然
し
乍
ら
、
我
々
は
、
遺
憾

な
が
ら
、
今
日
ま
で
、
全
ア
ン
グ
ロ
H

サ
ク
ソ
ン
時
代
を
通
じ
て
斯
か
る
型
の
撃
の
実
在
に
関
す
る
、

如
何
な
る
直
接
の
宮
口

m
g
r
な



(
貯
)

証
拠
も
之
を
持
ち
合
せ
て
い
な
い
。
考
古
学
も
、
此
の
点
に
関
し
て
は
殆
ん
ど
全
く
我
々
を
「
補
助
」
す
る
所
が
な
い
。
例
え
ば
、
今
日

zo民
O
H
W

州

2
2
4司向
。

HH

の
の

g
己
ω
冨
5
2
5
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
、
も
と
同
州
の

叶}岡町民
O
H仏

よ
り
出
土
し
た
、

第
十
世
紀
初

一
九
五
七
年
同
の
・
M
M

担
当
屈
に
依
っ
て
、

存
在
せ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
さ
れ
た
目
指
〉
之
に
対
し
て
は
、
是
れ
を
、
第
九
世
紀
以
降
ζ

の
国
土
に
侵
入
し
、

葉
の
翠
の
一
大
破
片
に
就
い
て
は
、

夫
れ
が
此
の
型
の
筆
に
近
似
せ
る
な
ん
ら
か
の
も
の
の

こ
の
ノ

1
フ
ァ
グ
州

を
含
む
関
同
協
件
〉
H
M
E
U
そ
の
他
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
東
部
の
い
わ
ゆ
る

U
S
O
S当
地
方
に
汎
く
定
着
せ
る
、

し
た
る
も
の
と
考
え
ん
と
す
る
、

か
の
ロ

g
g
の
も
と
使
用

(同〉

一
部
専
門
家
た
ち
の
意
見
も
、
我
々
は
ま
た
無
視
す
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
我
々
は
、
こ
の
型
の
撃
は
極
め
て
早
い
時
代
か
ら
こ
の
島
に
於
て
知
ら
れ
て
い
た
と
想
わ
れ
る
と
と
に
、
ま
ず
読
者
の
注

意
を
喚
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
な
わ
ち
、
前
五

O
O年
以
来
大
陸
よ
り
次
々
と
渡
来
し
て
ζ

の
島
に
於
け
る
鉄
器
時
代
文
化
を
創
始

せ
る
一
般
に
ケ
ル
ト
諸
族
中
そ
の
最
新
来
者
に
属
す
る
、

図
。
】
何
回

-m
族
、
こ
の
も
と
ガ
リ
ア
西
北
部
の
今
日
の
ペ
ル
ギ
イ
地
方
(
の
巳

-z

国
O
H
m
w
ω
)

に
在
っ
て
前
第
二
世
紀
以
来
ゲ
ル
マ
ン
と
混
血
し
、
前
七
五
年
以
後
こ
の
島
に
渡
来
し
て
テ
ム
ズ
河
北
一
帯
の
地
に
拡
が
り
、

前
五
五
・
五
四
年
ユ
リ
ウ
ス

u
カ
イ
サ
ル
に
討
伐
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
、

ロ
ー
マ
人
の
い
う
と
こ
ろ
の
凶
ユ

g
R岡
山
で
あ
る
ベ
ル
ガ
イ
族

が
、
第
一
世
紀
に
於
け
る
ロ

1
マ
の
ブ
リ
タ
ニ
ア
支
配
の
樹
立
の
以
前
、
紀
元
前
第
一
世
紀
に
既
に
、
大
陸
よ
り
導
き
入
れ
て
、
之
を
使

用
し
て
い
た
蓋
然
性
の
存
す
る
う
え
匂
)
ロ
ー
マ
ン
H

ブ
リ
テ
ン
時
代
に
は
、
そ
の
少
く
と
も
一
部
の
ウ
ィ
ラ
に
於
て
開
放
農
地
制
度
と

共
に
此
の
型
の
傘
の
普
及
を
見
た
と
云
う
こ
と
は
、
今
日
学
界
に
於
て
一
般
に
愈
々
確
実
視
せ
ら
れ
来
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
知
)
要
之
、
サ
グ
ソ
ン
H

イ
シ
グ
ラ
ン
ド
の
ブ
リ
テ
ン
の
農
業
的
過
去
と
の

「
連
続
性
」

(
g
E山
富
山
3
0

係

わ
る
と
こ
ろ
の
問
題
で
あ
る
が
、
我
々
は
、

い
ま
一
般
的
に
は
「
非
連
続
」
の
立
場
を
採
る
者
で
あ
る
と
は
云
え
、
決
し
て
ま
た
斯
か
る

連
続
・
非
連
続
の
関
係
を
形
市
上
学
的
H
機
械
的
に
把
握
し
て
、
凡
そ
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
の
移
住
を
以
て
、
単
純
に
プ
リ
テ
ン
の
農

初
期
ア
シ
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

六
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民

ム

ノ¥

業
的
過
去
よ
り
の
「
断
絶
」
を
表
わ
す
も
の
と
為
す
者
で
は
な
い
。
実
際
、

ロ
ー
マ
ン
H

プ
リ
テ
ン
の
ウ
ィ
ラ
と
中
佐
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
の

5
8
2
と
の
あ
い
だ
の

h
g
E宮
巳

q.
は、

(
位
)

で
あ
り
、
特
に
考
古
学
的
研
究
は
、
現
在
迄
の
と
こ
ろ
、

一
般
的
に
は
、
言
語
学
的
H

地
名
学
的
に
、

ま
た
考
古
学
的
に
、
立
証
す
る
こ
と
は
困
難

ア
ン
グ
ロ
H

サ
ク
ソ
ン
は
ロ

1
7
時
代
の
ウ
ィ
ラ
の
荘
宅
そ
の
他
の
建
築
物
に

(
M
M
)
 

そ
の
居
を
定
め
る
こ
と
が
全
く
な
か
っ
た
と
云
う
こ
と
を
一
般
に
明
ら
か
な
ら
し
め
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ウ
ィ
ラ
の
立
地
に
関

し
て

一
方
。
。

E
ロ
問
看
。
。
仏
の
ご
と
く
、

そ
の
大
多
数
は
東
南
部
プ
リ
テ
ン
の
、

チ
ョ
ー
ク
や
同
じ
く
石
灰
岩
の
一
種
な
る
魚
卵
状
岩

(。
2
日
仲
間
)
や
砂
礁
な
ど
、
殆
ん
ど
森
林
の
開
拓
を
必
要
と
せ
ず
、
排
水
の
要
の
全
く
存
し
な
い
、

軽
い
土
壌
の
処
、
|
|
但
し
、
同
様

軽
い
土
壌
の
処
に
在
る
ケ
ル
ト
の
ト
レ
フ
と
は
梢
々
趣
を
異
に
し
て
、
南
も
し
く
は
東
向
き
の
諮
谷
の
斜
面
の
・
あ
ま
り
高
か
ら
ざ
る
処

(

川

凹

)

で
、
風
を
遮
り
陽
が
良
く
当
り
水
が
手
近
か
に
得
ら
る
る
処
に
在
っ
た
と
主
張
す
る
者
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
他
方
ま
た
国
民
間

2
の
ど

と
く
、

ウ
ィ
ラ
の
大
多
数
は
、
原
始
林
を
き
り
拓
い
て
造
成
さ
れ
た
耕
地
を
有
し
、

重
い
粘
土
質
の
土
壌
の
処
に
位
置
し
て
い
る
か
、

さ

も
な
く
ば
軽
重
両
様
の
土
壌
の
中
間
的
な
・
ロ
ウ
ム

Q
S
B
)
な
る
・
砂
牒
と
粘
土
と
の
混
清
せ
る
土
壌
の
処
に
位
置
し
て
い
た
と
主
張

(
防
)

す
る
者
も
あ
る
現
在
、
最
初
ま
ず
、
そ
の
侵
入
路
と
な
れ
る
諸
河
川
の
諮
谷
の
低
地
な
る
不
諺
水
性
の
重
い
土
壌
の
密
林
地
帯
を
開
拓
し

一
一
ユ
ウ
ク
リ
1
テ
イ
ド
ヴ
イ
リ
ヂ

て
其
処
に
独
自
の
「
有
核
村
落
」
を
形
成
・
定
着
せ
る
、
初
期
の
ア
ン
グ
ロ
H

サ
ク
ソ
ン
の
移
住
者
た
ち
、

1
1
1
既
に
大
陸
の
郷
土

に
在
っ
て
久
し
く
土
地
定
住
の
農
耕
生
活
を
送
り
来
り
こ
こ
ブ
リ
テ
ン
に
も
肥
沃
な
る
土
地
あ
る
を
予
め
十
分
知
悉
し
て
渡
来
せ
る
と
こ

ろ
の
初
期
の
ア
ン
グ
ロ

u
サ
グ
ソ
ン
の
移
住
者
た
ち
が
、

ウ
ィ
ラ
の
既
存
の
耕
地
と
共
に
そ
の

S『
S
S
を
一
切
継
受
す
る
こ
と
な
く
、

全
く
h

崎
町
坤
輔
さ
。
に
こ
の
島
に
於
け
る
彼
等
の
農
耕
生
活
を
開
始
し
た
、
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
、

(
郎
)

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

凡
そ
馬
鹿
げ
た
こ
と
と
言
わ
な
け
れ

然
し
乍
ら
、

一
部
ウ
ィ
ラ
に
於
て
既
に
使
用
せ
ら
れ
た

S
ミ
S
を
継
受
す
る
所
が
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、

ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
の
初



期
の
移
住
者
た
ち
は
、
依
然
彼
等
自
身
の

S
『
警
む
を
そ
の
大
陸
の
郷
土
よ
り
こ
の
島
に
賓
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
此
の
型
の
重

且
一
塁
の
有
輪
翠
の
使
用
は
、

と
想
わ
れ
し
い
訓
)
但
し
、
そ
の
場
合
、
我
々
は
、
開
放
農
地
と
重
量
の
有
輪
翠
と
の
相
互
関
聯
を
号

mg片
5
し、

こ
の
島
に
於
け
る
彼
等
の
定
住
の
進
展
と
共
に
、

A
7
や
漸
く
こ
と
イ
シ
、
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
一
般
化
し
て
い
っ
た

一
切
そ
の
地
方
的
な
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
を
認
め
る
こ
と
な
し
に
巳

2
2
q℃
帽
す
る
こ
と
は
、

ま
た
そ
の
執
れ
を
も
、
〈郎〉

厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
早
期
ア
ン
グ
ロ
リ
サ
グ
ソ
ン
H

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
村
落
の
開
放
農
地
制
下
の
「
共
同
耕
地
」
に
於
け
る
、

S
司
法
行
お
に
よ
る

と
こ
ろ
の
「
地
条
耕
作
」

(
m
R・6
H
U目。ロ
mHHFロ阻む

fま

具
体
的
に
い
ま
如
何
に
し
て
遂
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
夫
れ
は
、
今
日

一
般
に
イ
ギ
リ
ス
に
於
げ
る
「
開
放
農
地
制
度
」
に
関
す
る
権
問
と
目
さ
る
る
の
・

ω
-
h
r
h
・
ω
・
。
当

g
夫
妻
の
証
言
に
従
っ
て
、
〔
抑
々

地
条
の
分
散
日
混
清
を
核
心
的
な
事
実
と
せ
る
開
放
農
地
制
度
自
体
、
曾
っ
て
此
の
制
度
を
保
有
地
の
自
由
な
る
処
分
が
容
認
せ
ら
れ
な

(
的
)

か
っ
た
隷
属
制
社
会
の
証
跡
と
し
て
石
察
せ
る
か
の
シ
イ
ボ
ウ
ム
の
考
え
し
如
く
、

。
足
時
、
袋
詰
を
牽
引
す
る
・
牡
牛
八
積
よ
り
成
る
完
全

耕革隊

Q
C
Z
1
2
m
v
'
Z
m
w
H
H
H〉
は
い
ま
殆
ん
ど
の
初
期
の
耕
作
民
が
是
れ
を
独
力
に
て
は
編
成
す
る
こ
と
在
得
ず
、

か
く
し
て
、
土
地
は

つ
ね
に
、
若
干
名
が
共
同
し
て
牡
牛
或
い
は
翠
の
部
分
品
又
は
労
力
合
提
供
し
合
う
こ
と
に
依
っ
て
成
立
す
る
、
混
成
翠
隊

(
g
B哲
也
件
。

1
0ロ
m
V
E
芯由

B
)
に
依
り
耕
作
せ
ら
れ
た
所
に
発
生
し
た
と
さ
れ
る
点
よ
り
見
て
も
明
か
な
と
お
り
、
〕
「
混
成
墾
隊
」
|
|
ー
オ

i
ウ
ィ
ン

夫
妻
の
い
わ
ゆ
る
ぷ
O
B吉田町
Z

Z
回
目
的
。
問
。
凶
自
由
ロ
仏
即
時

2
2件
。
当

5
E
v
e
-

〈
刊
)

な
る
形
に
慌
て
遂
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

に
よ
る
と
こ
ろ
の
「
共
同
翠
耕
」

(gamE昨日。

ε

此
の
点
に
関
し
て
、
我
々
は
、
之
が
解
明
に
一
つ
の
手
懸
り
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
記
述
を
、
前
引
の
イ
ネ
主
法
典
の
う
ち
に
有
っ
て
い

る
。
夫
れ
は
、
同
法
典
第
六
十
章
の
次
の
如
き
規
定
で
あ
る
。

「
い
ま
他
人
の
〔
牡
牛
を
繋
げ
る
と
こ
ろ
の
〕
離
を
借
り
た
る
ケ
オ
ル
ル

あ
り
て
、
若
し
伎
に
し
て
〔
そ
の
借
料
を
〕
す
べ
て
飼
料
〔
の
形
〕
に
て
支
払
ふ
に
足
る
も
の
を
有
せ
ん
か
、
人
は
〔
伎
が
斯
か
る
形
に

初
期
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ソ
国
家
に
お
け
る
自
由
民

ム
ノ¥



初
期
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ

γ
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
六
四

於
て
〕
全
額
支
払
ひ
を
な
す
〔
を
〕
監
視
す
べ
し
。

〔
又
〕
苦
し
伎
に
し
て
〔
か
か
る
も
の
を
〕
有
せ
ざ
ら
ん
か
、
彼
は
、
半
ば
を
飼
料

に
て
、
半
ば
を
そ
の
他
の
動
産
に
て
、

支
払
ふ
べ
き
な
り
。
」

(
ω
o
n
g
ュ
s
d
o
V符
ヨ
。
自
由
話
回

m
g宮
田
町
三
。
門
y
m同
町
宮
町
内
巾
σσ
。

。
山
口
。
。
口
同
od円
四
件
。
担
問
山
片
山
口
5
w
m
2
2
2
1
m
o
E
o
p
m
w
m
t
r
o
m
-
-ぬ
と
州
民
何
回
。
ロ
お
σσ0・
m
m
-
P
Y
E
-向
。
口
同
。
号
p
r
o即
日
向
。
。
ロ

(
4
M
 

O
V
E
S
2者
巾
・
)
是
れ
ピ
依
っ
て
、
第
七
世
紀
末
当
時
少
く
と
も
ウ
エ
ス
ト
日
サ
グ
ソ
ン
の
ケ
オ
ル
ル
の
間
に
翠
隊
の
役
蓄
を
賃
貸
借

の
形
式
で
相
互
に
融
通
し
合
う
慣
行
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
此
の
記
述
は
、
我
々
に
、
確
か
に
、
普
通
彼
等
の
墾
を
翠
引
す
る

に
必
要
な
役
畜
数
i
l
l八
頭
の
牡
牛
を
自
己
所
有
に
係
る
も
の
の
み
に
て
調
達
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
の
ケ
オ
ル
ル
の
当
時
都
な
か
ら
ず
存
在

し
た
事
実
を
明
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
と
同
時
に
、

ま
た
、
当
時
彼
等
が
、
元
来
、
失
れ
の
不
足
す
る
と
き
は
必
要
な
る
牡
牛
を
そ
の
隣

人
よ
り
賃
借
し
て
で
も
自
己
自
身
に
於
て
「
完
全
惣
隊
」
を
編
成
し
、
筆
耕
は
必
ら
ず
斯
か
る
自
己
の
翠
隊
を
以
て
独
立
的
に
遂
行
し
た

る
事
実
を
も
、

明
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
当
時
の
村
落
に
於
け
る
社
会
的
生
産
の
基
軸
を
な
せ
る
農
業
生
産
過
程
に

い
ま
耕
作
は
、
恒
に
各
ケ
オ
ル
ル
農
民
の
家
族
毎
に
宮
庄
司
ECmwHEFn
に
行
わ
れ
て
、
決
じ
て
「
共
同
翠
耕
」

(nc・
向
洋
宮
口
)

(
刊
凶
)

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

於
て
、
な
る
も
の
の
汀
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
ヮ
た
、

こ
の
こ
と
は
、
最
早
当
時
の
耕
地
が
「
共
同
耕
地
」

と
号
一
口
う
条
、

決
し
て
厳
密
な
る
意
義
に
於
け
る
「
共
同
利
用
」
(
の
巾
S
B
E
E
N
E

ロロぬ
)
i
l共
同
体
に
よ
る
共
同
計
算
に
よ
っ
て
土
地
在
共
同
に
耕
作
し
、
共
同
に
収
穫
し
た
る
生
産
物
は
之
在
共
同
体
の
各
成
員
聞
に

直
接
平
等
に
分
配
す
る
と
云
う
ー
ー
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
と
と
を
表
わ
し
て
い
る
と
共
に
、
ま
た
、
耕
地
の
共
同
体
成
員
に
よ
る
個
別

利
用

(
ω
s
r
s
E
N
Cロ
ち
は
、
彼
等
に
分
配
せ
ら
れ
た
土
地
の
定
期
的
割
替

e耳
目
。
丘
g
-
2・m--♀
8
2
δ
の
廃
絶
を
通
じ
て
、
最

(
刊
川
)

早
事
実
上
固
定
化
せ
し
め
ら
れ
て
お
り
、
経
営
の
主
体
は
今
や
個
々
の
家
族
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
や

夫
々
一
個
の
経
済
単
位
を
な
せ
る
各
家
族
は
、
夫
々
自
己
の
特
殊
の
分
割
地

(ERo--g)
を
、
「
近
隣
共
同
体
し
と
し
て
の
村
落
の
自



治
的
慣
習
的
規
制
の
下
に
、
各
自
、
自
己
の
計
算
に
於
て

1
1
2
5
2
4『
町
広
島
民
宮
ロ
品
に
経
営
し
、
そ
の
自
己
労
働
の
成
果
た
る
生
産

物
(
収
穫
物
)
を
お
の
が
じ
し
わ
が
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
の
我
々
が
さ
き
に
イ
ネ
主
法
典
第
四
十
二
章
に
見
た

4
Z
E
a
】自
a
・

の
意
味
の

hh川
町
、

nthasn同
・

な
る
語
が
当
時
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
自
体
、

或
る
意
味
に
於
て
は
、

耕
地
公
B
E
m
)
の
分
配

が
、
単
な
る
分
配
地
の
用
益
権

(
S
S
¥『
警
寄
与
の
設
定
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
、
年
々
の
定
期
的
割
当
の
段
階
を
最
早
通
過
し
て
、

子
孫
に
伝
え
ら
れ
得
る
(
宮
回
凶
作
同
日
Z
E
O
)
・
恒
久
的
(
宮
司
自

S
2
3
な
占
有
|
|
当
該
ケ
オ
ル
ル
に
よ
る
舎

(
日
)

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

¥号町。

の
個
別
所
有

(ωoロ
色
。
吋
巳

mgzg)
の
段
階
に
既
に
移
行
し
て
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
、

以
上
に
依
っ
て
、
我
々
は
、
早
期
の
ア
ン
グ
ロ
日
サ
グ
ソ
ン
の
一
般
族
民
た
る
ケ
オ
ル
ル
が
凡
そ
い
ま
村
落
共
同
体
を
構
成
す
る
農
民

で
あ
り
、
自
己
自
身
の
宅
地
並
び
に
庭
地
(
ぎ
自

g
g包
h
w
R色
。
即
ち
謂
う
と
こ
ろ
の
さ
。
み
合
を
「
所
有
」
し
、
次
い
で
彼
等
の

住
居
の
密
集
部
の
周
辺
に
開
墾
せ
ら
れ
た
る
開
放
農
地
制
下
の
村
落
耕
地
に
つ
い
て
、
永
代
的
に
割
当
て
ら
れ
た
る
持
分
と
し
て
一
定
数

の
地
条
を
有
す
る
と
云
う
形
に
於
て
、
こ
れ
を
分
割
占
有
|
「
事
実
上
所
有
」
し
、
更
に
斯
か
る
耕
地
の
外
郭
の
・
森
林
を
含
む
未
開
墾

地
に
於
て
、

一
定
の
用
益
権
を
有
し
た
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、

い
ま
斯
か
る
も
の
の
総
体
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
る
所
の
も
の

こ
そ
、

と
り
も
な
お
さ
ず
当
時
の
ハ
イ
ド
と
呼
ば
れ
た
所
の
家
族
的
土
地
所
有
の
実
態
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
、

ハ
イ
ド
は
、
も

と
'
も
〉
}
、

ケ
ン
ト
を
の
ぞ
く
一
般
に
初
期
の
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
シ
の
国
家
に
於
け
る
一
般
族
民
た
る
ケ
オ
ル
ル
農
民
の
一
家
族
ハ
但
し

父
家
長
制
大
家
族
〉
の
生
計
を
支
え
る
に
足
る
経
済
的
能
力
あ
る
土
地
を
、
単
に
意
味
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
夫
れ
は
、
夫
れ
自

体
、
必
ず
し
も
一
定
の
面
積
を
表
わ
さ
ず
、
そ
の
意
味
に
於
て
元
来
飽
く
ま
で
土
地
面
積
の
単
位
で
は
な
く
、
そ
の
エ
イ
カ
数
、
こ
れ
を

構
成
す
る
各
要
素
|
|
屋
敷
地
と
耕
地
、
ま
た
牧
草
地
・
森
林
・
放
牧
地
そ
の
他
諸
水
路
等
に
関
す
る
諸
権
利
|
|
の
関
係
は
、
地
方
的

事
情
に
依
っ
て
無
限
に
多
様
な
る
変
異
を
示
し
た
の
で
は
あ
る
が
、

し
か
も
、
そ
の
最
も
普
通
な
る
場
合
が
耕
地
に
つ
い
て
ほ
ぼ
一
一
一

O

初
期
ア
ン
グ
ロ
H

サ
グ
ソ
ン
国
家
に
お
け
る
自
由
民

一
六
五



初
期
ア
ン
グ
ロ
h

サ
グ
ソ
ン
日
出
家
に
お
け
る
自
由
民

一
六
六

エ
イ
カ
の
面
績
を
し
め
す
場
合
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
ハ
イ
ド
は
主
た
不
明
瞭
な
が
ら
士
地
面
積
の
単
位
た
る
性
質
を
も
有
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
来
ハ
イ
ド
の
大
い
さ
が
飽
く
ま
で
本
質
的
に
は
当
時
の
農
民
の
平
均
的
な
生
活
水
準
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た

事
情
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
之
、

「
ハ
イ
ド
的
土
地
所
有
」
は
、
当
時
に
於
け
る
、
一
般
に
農
業
上
の
小
経
営
の
生
産
方
法
に

と
っ
て
最
も
「
適
合
的
」
な
土
地
所
有
の
形
態
と
し
て
の
、
生
産
者
自
身
の
労
働
に
立
脚
ぜ
る
と
こ
ろ
の
自
由
な
る
小
土
地
所
有
の
形
態

を
表
わ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
ノ
ー
マ
ル
な
農
民
た
る
ケ
オ
ル
ル
は
、

ま
さ
し
く
斯
か
る
ハ
ィ
ド
的
土
地
所
有
な
る
物
的
基
礎
に
立
脚

し
て
こ
そ
、

よ
く
「
自
由
」
民
た
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。

彼
等
に
於
け
る
そ
の
屋
敷
地
(
H

き
る
芯
)
の
一
定
期
間
の
囲
措
義
務
(
イ
ネ
王
法
典
第
四
十
章
)
も
、

そ
の
共
同
耕
地
並
び
に
共
同

牧
草
地
の
一
定
期
間
の
岡
橋
責
任
の
分
担
(
同
法
典
第
四
十
二
章
)
も
、

そ
れ
ら
が
す
べ
て
、

い
ま
な
ん
ら
か
の
彼
等
の
目
。
昆
に
依
つ

て
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
く
、
彼
等
の
王
に
依
っ
て
、
彼
等
の
古
来
の
慣
習
法
を
成
文
化
す
る
形
に
於
て
規
定
さ
れ
て
い
る

と
云
う
こ
と
は
、
彼
等
の
共
同
体
は
、
決
し
て
な
ん
ら
か
の
宮
口
門
回
目
。
互
岳
山
匂
の
も
と
に
在
る
共
同
体
|
|
後
代
の

B
S
R
の
夫
れ
の

如
き
f

ー
ー
で
は
な
か
っ
た
、

と
云
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
等
が
統
制
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
夫
れ
は
、
専
ら
彼
等
の
王
に
依
っ
て

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
自
ら
の
作
為
・
不
作
為
に
対
し
て
、
自
ら
責
任
を
負
う
者
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
、

そ
の
自
ら
果
す
べ
き

囲
悟
義
務
を
果
さ
ず
し
て
蒙
れ
る
問
の
損
害
は
之
を
甘
受
し
た
。
又
、
政
等
は
、

そ
の
囲
構
責
任
の
分
担
を
果
さ
ず
、

た
め
に
隣
人
た
ち

に
迷
惑
を
懸
け
た
る
と
き
は
、
白
身
そ
の
償
い
を
為
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
彼
等
は
、

な
ん
ら
か
の
彼
等
の
宮
丘
に
対
し
て
科
料

を
収
め
る
と
一
云
う
こ
と
は
、
之
を
為
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
又
、

そ
の
隣
人
の
怠
慢
に
依
り
損
害
そ
蒙
れ
る
者
は
、
自
身
夫
れ
を
快
復

し
て
、

い
か
な
る

-oE一
の
力
を
も
煩
わ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

す
べ
て
斯
か
る
彼
等
の
「
自
由
」
の
根
拠
は
、

い
ま
、
当
時
ノ
!
?
ぺ
な
農
民
と
し
て
の
彼
等
ケ
オ
ル
ル
が
独
立
に
編
成
し
得
た
と
こ
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